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平成２５年３月中川村議会定例会議事日程（１） 

平成２５年３月４日（月） 午前９時００分 開会 

 

日程第１    会議録署名議員の指名 

日程第２    会期の決定について 

日程第３    諸般の報告 

日程第４  議案第１号  中川村指定地域密着型サービスに関する基準を定める条例の制定に

    ついて 

日程第５  議案第２号  中川村指定地域密着型介護予防サービスに関する基準を定める条例

    の制定について 

日程第６  議案第３号  中川村道の構造の技術的基準等に関する条例の制定について 

日程第７  議案第４号  中川村準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定

    について 

日程第８  議案第５号  中川村公共下水道の構造の基準等に関する条例の制定について 

日程第９  議案第６号  中川村水道布設工事監督者等の資格に関する条例の制定について 

日程第 10  議案第10号  中川村公営住宅管理条例及び中川村都市公園条例の一部を改正する

    条例の制定について 

日程第 11  議案第７号  中川村福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例の制定について

日程第 12  議案第８号  中川村暴力団排除条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 13  議案第９号  中川村農産物加工施設条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 14  議案第11号  中川村公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 15  議案第12号  中川村公共消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制

    定について 

日程第 16  議案第13号  中川村体育館施設条例等の一部を改正する条例の制定について 

日程第 17  議案第14号  中川文化センター条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 18  議案第15号  葛島山村広場等の指定管理者の指定について 

日程第 19  議案第16号  村道路線の変更について 

日程第 20  議案第17号  平成 24 年度中川村一般会計補正予算（第４号） 

日程第 21  議案第18号  平成 24 年度中川村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第 22  議案第19号  平成 24 年度中川村介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 23  議案第20号  平成 24 年度中川村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

日程第 24  議案第21号  平成 24 年度中川村公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第 25  議案第22号  平成 25 年度中川村一般会計予算 

日程第 26  議案第23号  平成 25 年度中川村国民健康保険事業特別会計予算 

日程第 27  議案第24号  平成 25 年度中川村介護保険事業特別会計 

日程第 28  議案第25号  平成 25 年度中川村後期高齢者医療特別会計予算 

日程第 29  議案第26号  平成 25 年度中川村公共下水道事業特別会計予算 

日程第 30  議案第27号  平成 25 年度中川村農業集落排水事業特別会計予算 
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日程第 31 議案第28号 平成 25 年度中川村水道事業会計予算 
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出席議員（９名） 

 

１番  中 塚 礼次郎 

２番  高 橋 昭 夫 

４番  山 崎 啓 造 

５番  村 田   豊 

６番  大 原 孝 芳 

７番  湯 澤 賢 一 

８番  柳 生   仁 

９番  竹 沢 久美子 

10 番  松 村 隆 一 

 

 

説明のために参加した者 

 

村長  曽 我 逸 郎  副村長  河 﨑   誠 

教育長  松 村 正 明  総務課長  宮 下 健 彦 

会計管理者  宮 澤   学  住民税務課長  北 島   眞 

保健福祉課長  玉 垣 章 司  振興課長  福 島 喜 弘 

建設水道課長  鈴 木   勝  教育次長  座光寺 悟 司 

代表監査委員  鈴 木   信     

       

 

職務のために参加した者 

 

議会事務局長 中 平 千賀夫 

書    記 松 村 順 子 
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平成２５年３月中川村議会定例会 

会議のてんまつ 

平成２５年３月４日 午前９時００分 開会 

○事務局長  ご起立願います。（一同起立）礼。（一同礼）着席ください。（一同着席） 

○議  長  おはようございます。 

ご参集ご苦労さまでございます。 

ただいまの出席議員数は全員であります。定足数に達しておりますので、ただいま

より平成 25 年３月中川村議会定例会を開会いたします。 

ここで議案の訂正がありますので事務局長より申し上げます。 

○事務局長  議案第４号をお出しいただきたいと思います。 

議案第４号 中川村準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定に

ついてでありますが、そのうちの目次の第８章 雑則がありますけれども、第 56 条～

第 59 条となっておりますが、第 56 条～第 58 条、59 条を 58 条にお直しいただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議  長  これより本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

ここで村長のあいさつをお願いいたします。 

○村  長  平成 25 年３月中川村議会定例会を招集をいたしましたところ、議員各位におかれま

しては、それぞれ、皆様ご多用の中、定刻にご参集をいただき、まことにありがとう

ございます。 

この週末は、北海道で猛吹雪が吹き荒れて８人の方がお亡くなりました。ご冥福を

お祈りいたしますとともに、一方、この中川村では、桃の節句とともに穏やかな日差

しが降り注いで、大変ありがたいことだなと感謝をするしだいであります。 

また、一昨年の本定例、３月定例議会中には、中川村でも大変長い揺れがあり、そ

れが東日本大震災だったわけであります。東日本大震災で被災された皆さん方、分け

ても、飯館村を初めとしてふるさとを放射能で汚染されてしまった皆さん方の日々の

暮らしが一日も早く穏やかな心安らぐものになることを切望するしだいであります。 

さて、昨年度は、人口の自然減、自然増、亡くなる方と、それから産まれるお子さ

んの数、それを、その差を上回ってですね、社会増、転入、転出の差が多く、人口が

増加する年になりました。 

ことしにつきましては、自然減を上回るというところまでは行っておりませんけれ

ども、２月末の時点で転入してこられる方のほうが転出していかれる方のほうよりも

多いという社会増を記録することができております。 

現在、入居者募集中の戸建ての村営住宅、ガーデンハウス中田島２で、さらに転入

人口が増えていくことを期待しているところでございます。 

経済情勢が相変わらず厳しい中、中川村の暮らしがよき伝統とともにいつまでも引

き継がれるようにしていかねばなりませんけれども、高齢化、担い手不足は確実に深
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刻の度を加えております。状況を好転させるためには、村民の皆さんによい意味での

欲を出していただくことが必要となってきますけれども、ご存じのとおり、この４月

には村長選挙がございます。藤川議員が村長選出馬に向けて議員を辞職されました。

このたびの村長選挙が村民みんなで村の将来を考え、村のあり方を改めて考える、そ

ういうよい機会になることを心より切望するものであります。 

さて、本定例会に提出いたします議案は、専決処分の報告が１件、中川村指定地域

密着型サービスに関する基準を定める条例など新設条例が６件、中川村福祉医療給付

条例の一部を改正する条例など条例の改正が８件、葛島山村広場等の指定管理者の指

定、村道路線の変更、平成 24 年度中川村一般会計補正予算（第４号）など補正予算が

５件、平成 25 年度中川村一般会計予算など来年度予算が７件、合計 29 件であります。 

また、３月 13 日に中川村監査委員の選任について、さらに最終日に財産の取得につ

いてなど３件の議案を追加上程する予定であります。 

ご審議いただく案件が多く、特に来年度予算につきましては細かな数字も見ていた

だかねばなりませんが、いずれも重要な案件であり、何とぞ慎重なご審議をお願い申

し上げ、定例議会開会のあいさつといたします。 

よろしくお願いいたします。 

○議  長  日程第１ 議事録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、議会会議規則第 120 条の規定により６番 大原孝芳

議員及び７番 湯澤賢一議員を指名いたします。 

日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。 

本定例会の会期につきましては、過日、議会運営委員会を開催し、協議をしており

ます。 

この際、議会運営委員長の報告を求めます。 

○議会運営委員長  過日行いました議会運営委員会のご報告を申し上げます。 

３月定例会の会期については、皆さんのお手元に定例会の予定表が配付されており

ますが、本日、３月４日から 22 日までの 19 日間とするものです。 

次に日程ですが、本日は、議案第１号から議案第６号と議案第 10 号の地方分権一括

法に基づく新設、一部改正条例及び議案第７号から議案第９号と議案第 11 号から議案

第 16 号までの条例、一般案件並びに議案第 17 号から議案第 21 号までの各会計補正予

算につきましては、それぞれ上程、提案理由の説明から質疑、討論、採決までをお願

いします。 

続いて議案第22号から議案第28号までの平成25年度の各会計予算につきましては、

上程、提案理由の説明及び質疑をお願いします。 

なお、平成 25 年度の各会計予算の内容に関する質疑につきましては、本日の質疑の

中でお願いします。 

また、議案第22号から議案第28号までの平成25年度の各会計予算につきましては、

質疑の後、議会先例により委員会付託といたします。 

５日から 11 日までは議案調査とします。 
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12 日及び 13 日は、午前９時から本会議をお願いし、一般質問を行います。 

質問者の人数の割り振り等につきましては、５日の通告締め切りを待って決定し、

当日の日程でお知らせします。 

なお、13 日の一般質問終了後に議会全員協議会を行います。 

引き続き 14、15、18、19 日は委員会日程といたしますので、付託案件の委員会審査

をお願いします。 

21 日は議案調査といたします。 

最終日の 22 日は、午前９時から本会議をお願いし、平成 25 年度の各会計予算の委

員長報告、質疑、討論、採決を行います。 

以上、今定例会の会期日程です。 

皆さんご存じのとおり、本定例会は藤川議員の辞職により１名欠員となります。25

年度の一年間の方針を決定する重要な定例会であり、議員各位の負担を責任は大きく

なりますが、慎重審議をいただき、なお、円滑な議会運営ができますようここにお願

いいたしまして、報告とさせていただきます。 

○議  長  お諮りいたします。 

本定例会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり、本日から 22 日までの 19 日間

としたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  異議なしと認めます。よって、会期は本日から 22 日までの 19 日間と決定いたしま

した。 

日程第３ 諸般の報告を行います。 

去る２月 27 日に藤川稔議員より辞職願が提出され、２月 28 日付で辞職の許可通知

をいたしました。藤川稔前議員は、２月 28 日をもって辞職したことをご報告いたしま

す。 

次に監査委員から例月出納検査の報告があり、写しをお手元に配付しておきました

ので、ごらんいただき、ご了承願います。 

次に、去る 12 月定例会において可決された「安心できる介護保険制度の実現を求め

る意見書」「すべての原子力発電所再稼働の中止を求める意見書」につきましては、内

閣総理大臣を初め関係機関へ提出しておきましたのでご了承願います。 

次に、本定例会に提出される議案は一覧表としてお手元に配付しておきましたので

ご了承願います。 

次に、村長より行政報告の申し出がありました。 

報告第１号について報告を求めます。 

○総務課長  それでは、私のほうから報告をさせていただきます。 

報告第１号 専決処分の報告でございます。 

地方自治法第 180 条第１項の規定によりまして、議会において指定されている事項

について別紙のように専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定によりまして

報告をいたします。 
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報告書の裏面をごらんいただきたいと思います。 

専決第１号 専決処分書であります。 

平成 25 年２月８日専決でございます。 

道路の管理に係る損害賠償の額を次のように決定し、和解する。 

事故の発生日時でございますが、そこに書いてございますとおり、平成 25 年１月

29 日、午前 11 時 10 分ごろ、事故発生場所は中川村大草南陽地籍にあります村道大草

桑原線でございます。 

相手方でございますが、そこに住所が記されてございます。駒ヶ根市赤穂 1022 番地

１のそのお名前の方でございます。 

被害車両は普通乗用車でございます。 

事故の概要でございますが、村道大草桑原線の北側に隣接しております山林との間

に村道ののりどめのブロックがございますが、ブロック積みがありますけれども、こ

のブロック積みを乗り越えまして山林のほうから落石がありました。桑原方面に向

かって走行中の普通乗用車の左前方下部のバンパーを破損したものでございます。 

損害賠償額は 4万 7,712 円であります。 

以上、報告をいたします。 

○議  長  以上で諸般の報告を終わります。 

お諮りいたします。 

日程第４ 議案第１号から日程第９ 議案第６号の新設条例６件及び日程第 10 

議案第 10 号の一部改正条例１件につきましては、地方分権一括法に基づくものであり

ますので、この際、議会会議規則第 37 条の規定により一括議題にしたいと思いますが、

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  異議なしと認めます。よって、 

日程第 ４ 議案第 １号 中川村指定地域密着型サービスに関する基準を定める条

例の制定について 

日程第 ５ 議案第 ２号 中川村指定地域密着型介護予防サービスに関する基準を

定める条例の制定について 

日程第 ６ 議案第 ３号 中川村道の構造の技術的基準等に関する条例の制定につ

いて 

日程第 ７ 議案第 ４号 中川村準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める

条例の制定について 

日程第 ８ 議案第 ５号 中川村公共下水道の構造の基準等に関する条例の制定に

ついて 

日程第 ９ 議案第 ６号 中川村水道布設工事監督者等の資格に関する条例の制定

について 

日程第 10 議案第 10 号 中川村公営住宅管理条例及び中川村都市公園条例の一部

を改正する条例の制定について 
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以上７議案を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○保健福祉課長  議案第１号 中川村指定地域密着型サービスに関する基準を定める条例につきまし

て提案理由の説明をさせていただきます。 

提案理由は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係

法律の整備に関する法律、いわゆる第１次一括法並びに第２次一括法の施行に伴い、

これまで国の法律や省令で定められていた地域密着型サービスに係る基準を地方自治

体の条例で定めることになったものであります。 

地域密着型サービスとは、高齢者が要介護状態となっても、できる限り住み慣れた

地域で生活できるように柔軟なサービスを提供するもので、市町村の指定した事業者

が行うというものであります。 

本条例は、地域密着型サービスの関係について定めており、要介護と認定された方

が利用できるサービスとなっております。 

一括法等により条例制定が必要となったものは、指定地域密着型介護老人福祉施設

の入所定員に関する基準、指定地域密着型サービス事業者の申請者の法人格に関する

基準、指定地域密着型サービスに係る人員、設備及び運営に関する基準であります。 

条例の制定に当たっての考え方は、村独自の基準については、県との整合性を図っ

た上で実情に照らして定め、村独自の基準以外の基準については、基本的に厚生労働

省で定める基準どおりとするものです。 

主な条文の説明をさせていただきます。 

条例は章立てで、11 章 34 条としました。 

第１章は総則で、趣旨、用語の定義、一般原則を定めています。 

第４条で指定地域密着型介護老人福祉施設の入所定員を 29 人以下と定め、第５条で

申請者の要件として暴力団員が役員となっている法人や暴力団または暴力団員と密接

な関係を有する法人以外の法人と定めています。 

第２章は定期巡回、随時対応型訪問介護看護で、基本方針、非常災害対策、記録の

整備を定めています。 

なお、記録の保存は、その完結の日から５年間としています。 

第３章は夜間対応型訪問介護に関して定めています。 

第４章は認知症対応型通所介護に関して定めており、第 13 条において、食事につい

ては地域で生産された食材料を使うよう努めるとしています。 

第５章は小規模多機能型居宅介護に関して定めています。 

第６章は認知症対応型共同生活介護に関して定めています。 

第７章は地域密着型特定施設入居者生活介護について定めており、第 22 条で非常災

害対策に関して地域住民の参加が得られるよう連携を強めるとしています。 

第８章は地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護に関して定めており、第 26

条で居室の定員は１人が基本ですが、必要と認めた場合は２人以上４人以下とするこ

とができるとするものです。 
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第９章はユニット型指定地域密着型介護法人福祉施設入所者生活介護に関して定め

ています。 

第 10 章は複合型サービスに関して定めています。 

第 11 章の第 34 条は指定地域密着型サービスに関するその他の基準で、本条例で定

めるもののほか、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

は基準省令で定めるところによるものとするものです。 

なお、この条例は平成 25 年４月１日からの施行としております。 

続きまして議案第２号につきまして説明をさせていただきます。 

議案第２号は中川村指定地域密着型介護予防サービスに関する基準を定める条例の

制定であります。 

提案理由は、議案第１号と同様に第１次一括法並びに第２次一括法の施行に伴い、

これまで国の法律や省令で定められていた指定地域密着型介護予防サービスに係る基

準を地方自治体の条例で定めることとなったものであります。 

本条例は、地域密着型サービスのうち介護予防サービスの関係について定めており、

介護予防サービスは要支援と認定された方が利用できるサービスとなります。 

一括法等により条例制定が必要となったものは指定地域密着型介護予防サービス事

業者の申請者の法人格に関する基準並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る人

員、設備及び運営に関する基準であります。 

条例の制定に当たっては、村独自の基準以外の基準については、基本的に厚生労働

省で定める基準どおりとするものであります。 

主な条文の説明をいたします。 

条例は章立てで、５章、15 条としました。 

第１章は総則で、趣旨、用語の定義、一般原則を定めています。 

第４条では申請者の要件として暴力団員が役員となっている法人や暴力団または暴

力団員と密接な関係を有する法人以外の法人と定めています。 

第２章は介護予防認知症対応型通所介護に関して定めており、第６条において食事

については地域で生産された食材料を使うよう努めるとしています。 

第３章は介護予防小規模多機能型居宅介護に関して定めています。 

第４章は介護予防認知症対応型共同生活介護に関して定めています。 

第５章の第 15 条は指定地域密着型介護予防サービスに関するその他の基準で、本条

例で定めるもののほか、指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準等は予防基準省令の定めるところによるものとするものです。 

なお、この条例は平成 25 年４月１日からの施行としています。 

以上、よろしくご審議をお願いします。 

○建設水道課長  引き続き議案第３号から第６号までの説明をさせていただきます。 

すみません。 

議案第６号の説明をさせていただきます。 

これら４本の条例につきましては、いずれも議案第１号、２号と同様、分権一括法
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の制定に関連をし、整備をするものでございます。 

新設条例で条文も多く、すべてを朗読すると長くなってしまいますので、また、事

前にお目通しをいただいておりますので、提案理由と概略の趣旨等々を説明をし、提

案にかえさせていただきたいと思います。 

まず、議案第３号 中川村道の構造の技術的基準等に関する条例でありますが、提

案理由は、第１次一括法の制定により道路法が改正をされまして、これまで構造令で

一律に定められておりました基準の一部について、地方分権の観点から、平成 24 年４

月１日以降、地方公共団体が条例で定めることができるようになったことを受けまし

て、今回、新たに条例を設けるものであります。 

内容につきましては、道路法第 30 条第３項の規定により村道の構造の技術的基準に

ついて、また、道路法第 45 条第３項の規定により村道に設ける道路標識の寸法につい

て条例で定める旨を規定し、具体的な詳細基準については規則に認容することといた

します。 

平成 25 年４月１日から施行をするものでございます。 

委任する規則等の主な考え方としましては、村道を新設または改築する場合の一般

的技術基準については道路構造令で定める基準を参酌をすることとし、該当しない高

速自動車道、軌道敷、路面の電車等でありますが、については省略をさせていただき

ました。 

道路の区分につきましては、第３種の３級～５級が、村の場合には、一般的には基

準になるわけでありますが、これを県の例を参考に１級上位の第３級の２級～５級と

いうふうに定めます。 

独自基準としては、歩道が交通量により 3.5ｍもしくは 2.5ｍ以上という基準がある

わけでございますが、これを、県に倣い特別の理由がある場合１ｍ減じ 1.5ｍとでき

るようにいたします。 

勾配につきましても、アスファルト舗装の限界の 12％以下を、村の地形、状況を考

慮し、小型道路の設計速度 20km 区間について 18％以下を追加をいたします。 

また、待避所につきましては、長さ 20ｍ以上という基準を、特別な理由がある場合

は 10ｍ以上とすることができるというふうに緩和をするようにいたしました。 

また、道路標識の寸法の独自基準としましては、警戒標識について 45 線を基準をし

て 1.3～2.6 倍に拡大をすることができると、こういう基準があるわけでございますが、

これも県の令によりまして特別な理由がある場合は縮小をすることができると基準の

緩和をするものでございます。 

次に、議案第４号 中川村準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例で

ありますが、これにつきましても、提案理由は、第１次一括法の制定に伴い河川法が

改正をされたため、これまで河川管理施設等の構造令で一律に定められていた基準の

一部について、今回、新たに条例を設けるものでございます。 

内容につきましては、河川法第 100 条第１項により読みかえて適用されます準用河

川に係る法第 13 条第２項の規定による河川管理施設及び法第 26 条第１項の規定によ
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る許可を受けて設置される工作物のうち、堤防、その他主要なものの構造について、

河川管理上、必要とされる一般的技術的基準を定めるものでございます。 

本条例につきましては、全 58 条と条文が多いために章立てとしてございます。 

第１章には趣旨や用語の意義からなる総則を置き、第２章に堤防、第３章に床どめ、

第４章に堰、第５章に水門及び樋門、第６章に橋、第７章に伏せ越しと、それぞれ構

造の技術的基準について規定をし、第８章に除外、適用の特例などの雑則を設けまし

た。 

なお、参酌基準としている構造令等のうち、現在、村の準用河川に存在せず、また、

今後も整備される見込みのない高潮区間ですとか高規格堤防、湖沼やダム等々につい

ては、今回の条例規定から外してございます。 

施行期日については、議案第３号同様に平成 25 年４月１日からとするものでござい

ます。 

続いて、議案第５号 中川村公共下水道の構造の基準等に関する条例をお願いをい

たします。 

提案理由でございますが、これにつきましては、第２次一括法の制定に伴い下水道

法が改正をされ、これまで下水道施行令で定められていた基準の一部について、村が

みずから決定をし、実施をするよう改めるために、新たに条例を設けるものでござい

ます。 

内容につきましては、下水道法第７条第２項の規定により公共下水道の構造の技術

的基準に係る規定として排水施設の構造の基準及び処理施設の構造の基準を、また、

同法第 45 条第３項の規定により終末処理場の維持管理に関する基準について条例で

定め、平成 25 年４月１日から施行をするものでございます。 

内容の一部でありますが、排水施設の構造の基準、そんなものがあるかといいます

と、排水管の内径ですとか配水管の断面積等々を定めるものでございます。 

また、処理施設の構造につきましては、脱臭施設の設置、その他臭気の発散を防止

する措置を講ずるものとする等々の規定が入れられてございます。 

また、第７条 終末処理場の維持管理に関する基準につきましては、活性汚泥を使

用する処理方法によるとき、その方法等を調整をすることが規定をされているもので

ございます。 

なお、参酌をすることとされている基準のうち下水道法第 28 条第２項の都市下水路

管理の基準等々につきましては、村の条例規定から外してございます。 

最後に、議案第６号 中川村水道布設工事監督者等の資格に関する条例であります

が、これも同様に第２次一括法の制定により水道法が改正され、水道法施行令で、ま

た、水道法の施行規則で定められていた基準の一部について、村が独自に基準を定め

るために新たに条例を設けるものでございます。 

内容につきましては、水道法第 12 条第２項の規定により布設工事監督者の資格基準

を条例の第３条に、また、この布設工事監督者を配置をしなければならない工事の種

類を条例の第２条に規定をするとともに、法第 19 条第３項の規定により水道技術管理
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者の資格に関する規定を条例第４条に設けるものでございます。 

これら条例の資格に関する基準につきましては、これまで国が定めておった基準、

施策等に関する義務づけ、枠づけの見直しと条例制定権の拡大により地方公共団体が

地域の実情を踏まえて独自性のある条例をみずから決定できると、そういう法律が整

備をされたことにかんがみ、専門職の配置が困難な村においても資格者の選任をしや

すくすることができるように水道法施行令の上で決められておりますこれらの資格基

準について、簡易水道に係る資格基準、これは上水の基準の半分の経験年数でいいと

いう基準でありますが、この簡易水道に係る資格基準を村の独自基準として採用をし、

平成 25 年４月１日から施行をするものであります。 

以上、４本の新条例を一括で、しかもかなりはしょって説明をいたしましたが、よ

ろしくご審議のほど、お願いをいたします。 

○総務課長  それでは、続きまして議案第 10 号について説明をさせていただきます。 

議案第 10 号 中川村公営住宅管理条例及び中川村都市公園条例の一部を改正する

条例の制定についてでございます。 

この条例に関係する条例でございますが、１つは中川村公営住宅管理条例でありま

す。 

例規集の第２巻の 1,301 ページにあります。 

また、もう１つの条例でございますが、中川村都市公園条例、これは同じく第２巻

の 1,401 ページのほうに記載してありますので、お願いをいたします。 

提案理由でございます。 

先ほどから申し上げておりますとおり、地方分権一括法、第１次・第２次一括法の

整備の施行に伴いまして、現在ある村の条例の２つの条例の一部を改正するために本

案を提出するものであります。 

まず、改正条例の第１条でございます。 

中川村公営住宅管理条例の一部改正であります。 

この改正でございますが、まず、目次を改めます。 

第１章 総則、第２条に次の第１章の２ 整備基準、第２条の２を加えるものでご

ざいます。 

第１章の２ 整備基準、第２章の２は公営住宅の整備基準として３つの基準を設け、

さらに、３つの基準のほかに地域の特性を勘案して規則で定める整備基準をもって整

備するというふうにいたしました。 

次に、第２条の中川村都市公園条例の一部改正を行います。 

都市公園法の第３条第１項では、地方公共団体が都市公園を設置する場合において

は政令で定める都市公園の整備、都市公園の配置及び規模に関する技術的基準を参酌

して条例で定める基準に適合するように行うものとするというふうにあります。 

また、同法第４条では、１つの都市公園に公園施設として設けられる建築物の総計

の建築面積につきましては都市公園の 100 分の２を超えてはならないというふうにし

ております。ただし、動物園等を設ける場合、その他、政令で定める特別の場合は、
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この政令で定める範囲を参酌して、地方公共団体の条例で定める範囲の中で、これを

超えることができるというふうに指定をしているところであります。 

また、バリアフリー法という法律があるわけでありますけれども、高齢者や障害者

等が公園を利用した場合、移動等が特に円滑に行われるべき公園施設として、屋根付

広場、休憩所等 13 の項目を特定公園施設と呼び、これらの施設を都市公園に新設、増

設する場合は、国土交通省令で定める基準を参酌して条例で定めることとしているた

めに、特定公園施設の整備の基準をあわせて条例で定めるというのが一部改正の趣旨

でございます。 

改正につきましては、議会全員協議会の場で趣旨をご説明をいたし、逐条について

大筋申し上げてございます。改めての説明は省略をさせていただき、条例の一部改正

の方法に従い、これを改正するものでございます。 

附則としまして、この条例は平成 25 年４月１日から施行するものでございます。 

よろしくご審議をお願いいたします。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

○８  番 （柳生  仁） あらかじめ出してありませんけれども、議案１号と２号と４号につ

いて質問してまいります。 

議案の１号の非常災害の対応でありますけども、定期的に訓練するんだということ

がありますけども、伺ってみますと、２月に１回ぐらい訓練するんだっていうことで、

ある施設では昼間と夜と訓練をしているということでありますけども、非常に難しい

ということであります。 

また、住民等の参加が得られるように努めなければならないというふうに書いてあ

りますが、この住民参加が非常に難しいんだと言っておりましたが、こういった条例

を設けてありますけれども、こういったところをどのようにされているか伺いたいと

思います。 

それから、次に、議案２のほうでもって、食事でありますけども、利用者がおいし

いと思える食事の提供とありますけども、そういった調査しながら、おいしいかどう

か調査しながら提供されているかどうか、その点をお伺いいたします。 

次に、議案４号の河川でございますけども、現在、18 河川が準用河川となっており

ます。 

また、ほかにも準用河川に格上げしてもいいんではないかという河川があるわけで

すけども、それらを、今後、どのようにされていくのかお伺いします。 

以上であります。 

○保健福祉課長  非常災害対策の関係で地域住民の参加が得られるようにということでありますけれ

ども、地域密着型サービスを提供している事業者につきましては、隣近所のすぐ駆け

つけていただけるような皆さんに、一応、声かけをして、非常時の場合には頼むとい

うような話をするということでやっております。 

また、一番頼りになるのが隣近所、近くの住民ということでありますので、そうい
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う皆さんと連携をとっていくように取り組んでいるところであります。 

それから、食事の関係でありますが、私のほうでは調査をしておりませんけれども、

おいしいそれぞれの入居者に合ったような食事ということで提供をしているものとい

うふうに考えております。 

○建設水道課長  議案の第４号に関連をし、普通河川の準用河川等々への格上げというような話かと

思います。 

現在、中川村の準用河川は 18 河川となっております。この 18 河川につきましても、

１級河川、２級河川、もしくは、それに準じるような砂防河川等々で管理区域が分か

れてございまして、国が管理するもの、また、村が管理するをするもの、同じ河川に

おいても幾つかの箇所がございます。したがって、すべてのところで、どういうふう

に指定をしていくかという問題もありますが、現在の 18 準用河川につきましては、今

の河川区域の管理区域のままで、県と村と、それぞれ管理区域を分けながら管理をし

ていく方法がいいだろう、こういうふうに思っております。 

その他の普通河川、認定をされていない河川でありますが、幾つかの河川がありま

して、普通河川でいきますと、普通に、法定外公共物と言われる青線も含めて、すべ

ては、その河川の中の分類に入るわけでありますが、これらすべてを今の１級、２級

に準じる河川としての構造物を持った河川施設にしていくという必要性がどの辺まで

あるのかということも含めまして、準用河川の数が決められているというふうに思っ

ております。 

ただ、昔、決めたままで 18 準用河川になっておりますので、やっぱり、それにつき

ましては、本当にそれ以外に必要性があるのか、どうなのかという内部検討はしてい

かにゃあならんと思いますが、当面、これをすぐに 18 河川以上に準用河川に上げてい

くという考え方は、とりあえずは、持ってございません。 

中身については確認をさせていただきたいと思っています。 

○８  番 （柳生  仁） 今、保健福祉課長の答弁があったわけでありますけども、普段の敵

訓練等では、一般住民に協力いただくの、非常に難しいっていうようなことを伺って

まいりました。この２月に約１回やっているであろう、この定期訓練にも住民参加が

得られるような構造にしていくのかどうか伺いたいと思います。 

また、今、建設課長から答弁ありましたけども、今、18 河川ある準用河川でありま

すが、この水量が、準用河川になっていない普通河川ですか、が非常に多い水量の川

もあるわけですけども、そういった水量も調査しながら、普段の水路を調査しながら、

見直しを、やっぱりしていってもらいたいと、これは、三六災でもしっかり荒れた川

であり、そういったものの準用河川の格上げ、大事じゃないかと思っておりますので、

いま一度、お願いします。 

○総務課長  今の地域密着型サービス入所施設、村内には、麦の家、それから、かぞく、それか

ら、かつらがあるわけでありますけれども、これらの施設につきましては、ご承知の

とおりでありますが、地域、中組と付近の葛島区でありますが、災害にあったときの

相互の支援の協定を結び、あるいは結ぼうとしているという現状です。 
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それから、非難、いざ何かあったときの、これらの皆さんが避難する場所につきま

しては、防災計画の中では葛島区民会館、それから、望岳荘、こちらのほうに避難を

していただくというような計画になっておりますので、これから避難計画に基づいて、

実際、どういうことをするかっていうことについては、これらの施設と打ち合わせを

した上で、必ず、その住民の皆さんの参加が得られる、一緒にできるかどうかってい

うことも、地区、それぞれ、防災訓練は、やっておりますので、あわせて計画をして、

これからいく課題であろうかというふうに思っております。 

○建設水道課長  これまでの災害等で、水量が多くなって急に流れるということは、確かにあるわけ

でありますが、それが、特に緊急の河川管理をするときの構造を持った箇所について

実施していく必要があるかどうかということ考えなければならない、そういうふうに

思います。 

今、準用河川に指定をされていない、もしくは普通河川のうち、なんでここが普通

河川なんだろうと考える河川もございます。何でここが普通河川なのか、どういうこ

となんだろうか、それについては、早急に知らべたいと思っております。先ほども言っ

たとおり、ここは検討を進めていきたいということであります。 

その他の小河川もしくは法定外公共物と言われている青線等々について、確かに、

水が出ると、それをあふれ、越えて、管理の構造物を越えてあふれることがないかと

言われると、例えば、護岸といいますか、河川の石積みだとか、崩れているとか、は

らんでいるとか、そういう施設はあるわけでありますが、そのものをすべて、すぐに

直していく、準用河川のレベルまで直していくというふうには、すぐにはいかないと、

こういうことでございまして、１・２級に準ずる河川ということで準用河川というこ

とでございますので、その構造、施設基準まで高める河川として、今、18 河川がある

と、それに、早急に検討をしなきゃならんという河川については、内部的には、今、

１つだけ持っていると、こういうことでございます。 

○議  長  ほかに質疑ありませんか。 

○７  番 （湯澤 賢一） 中川村指定地域密着型介護予防サービスに関する基準を定める条例

という、この条例について質問させていただきます。 

この中川村指定地域密着型介護予防サービスに関するという、サービスまでに１つ

にくくられることが、この基準によります２章から、ほぼ 10 章までの間のことが、全

部、この中に入ると思うんですが、これは、それぞれ、また、２章から 10 章まで別々

の施設、あり方っていうものかと思います。 

これを読んでいてよくわからなくなってきますが、グループホームでユニット型の

ことについてわからないんで、調べてみました。やっぱり、これ、わならない人が結

構大勢いるらしくて、いろいろ書いてありますが、ここの村でいう、グループホーム

でユニット型っていうことの違いというか、意味合いっていうか、その辺も、ちょっ

と、また、教えていただきたいと思いますが、それから、今ある第８章の入所定員の

複数を認めるっていうことですが、その複数を認める、ここに急に複数を認めるとい

うふうになった、その一番の、何か、こう、引き金になったもの――引き金になった
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ものがあれば教えていただきたいと思います。 

それと、あと、今ある施設、例えば、これが全部、中川村にある施設は、全部、一

人一人になっていると思いますが、これを２人か、複数を認めるということは、もし、

それらの施設をやろうと思ったら、新たな場所をつくらなくちゃならないっていうこ

とになると思いますが、その辺のことは、村の施設と何らかの話し合いを持たれて、

この条例ができているかどうかお聞きしたいと思います。 

○保健福祉課長  ユニット型でありますけれども、中川村には、このユニット型はないわけでありま

すが、４つなり６つなりの居室に対して１つの居間的なものを備えたものがユニット

型ということでやっております。 

それから、居室の定員を１人というのが基準でありますけれども、２人以上４人以

下ということでしたわけでありますけれども、それにつきましては、多床室というの

は、入所の、その利用料が安くなるわけでありまして、そういったものも低所得者の

ためには必要だろうということで、そういうことができるということで規定をしたも

のであります。 

○７  番 （湯澤 賢一） もう１つ言葉の意味合いをお願いしたいと思うんですが、いわゆる、

私どもはグループホーム、グループホームと言っているのは、この１章からの中のど

の、目次の中にある１章から――２章から９章までの、そのどれに当たるかというあ

たりを教えてください。 

○保健福祉課長  第６章の認知症対応型共同生活介護というのがグループホームということになりま

す。 

○議  長  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  これで質疑を終わります。 

次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

初めに議案第１号の採決を行います。 

本案は原案のとおりに決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第１号は原案のとおりに可決されました。 

次に議案第２号の採決を行います。 

本案は原案のとおりに決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第２号は原案のとおりに可決されました。 

次に議案第３号の採決を行います。 

本案は原案のとおりに決定することに賛成の方は挙手願います。 
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〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第３号は原案のとおりに可決されました。 

次に議案第４号の採決を行います。 

本案は原案のとおりに決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第４号は原案のとおりに可決されました。 

次に議案第５号の採決を行います。 

本案は原案のとおりに決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第５号は原案のとおりに可決されました。 

次に議案第６号の採決を行います。 

本案は原案のとおりに決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第６号は原案のとおりに可決されました。 

次に議案第 10 号の採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 10 号は原案のとおりに可決されました。 

日程第 11 議案第７号 中川村福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例の制

定について 

を議題といたします。 

朗読願います。 

○事務局長  朗読 

○議  長  提案理由の説明を求めます。 

○保健福祉課長  提案理由でありますが、障害者自立支援法の改正に伴い福祉医療費給付金条例にお

いて引用する法律名、条項が変わるため本案を提出するものです。 

例規集では２巻の 587 ページになります。 

障害者自立支援法は、この４月１日から障害者の日常生活及び社会生活を総合的に

支援するための法律、略して障害者総合支援法となります。あわせて障害者自立支援

法施行令も障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令とな

ることに伴いまして、それぞれの法律を引用している第２条及び第３条を変更するも

のであります。 

附則として、この条例は平成 25 年４月１日から施行するものです。 

よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議  長  質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

本案は原案のとおりに決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第７号は原案のとおりに可決されました。 

日程第 12 議案第８号 中川村暴力団排除条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

を議題といたします。 

朗読願います。 

○事務局長  朗読 

○議  長  提案理由の説明を求めます。 

○総務課長  それでは議案第８号につきまして説明をさせていただきます。 

関係条例でございますが、例規集の第２巻の 879－61 ページにございます。 

中川村暴力団排除条例の一部を改正する条例を次のように制定するということでご

ざいます。 

暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律が平成 24 年８月、法律第 53 号で

一部改正をされ、公布をされております。 

これは、関係するといいますか、事業者は不当要求による被害を防止するために必

要な措置を講じるよう努めるほか、事業活動を通じて暴力団員に不当な利益を得させ

ることがないように努めなければならないとする事業者の責務が追加規定をされたも

のでございます。法第 32 条の２として加えられたということでございます。 

このことによりまして、条例で引用しております都道府県暴力追放運動センター、

これを規定をしているわけでございますが、法律条文が１条繰り下がりました。その

ことによりまして暴力団排除条例第２条第５号を条文で引用する暴力団員による不当

な行為の防止等に関する法律の条項を正しく改めるという改正内容でございます。 

附則としまして、この条例は平成 25 年４月１日から施行するということでございま

す。 

ご審議、よろしくお願いをいたします。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 
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討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

本案は原案のとおりに決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

日程第 13 議案第９号 中川村農産物加工施設条例の一部を改正する条例の制定

について 

を議題といたします。 

朗読願います。 

○事務局長  朗読 

○議  長  提案理由の説明を求めます。 

○振興課長  それでは議案第９号についてご説明申し上げます。 

提案理由でありますが、平成 21 年度に改築工事を行い平成 22 年度から稼働してお

ります農産物加工施設について、その管理を指定管理者による管理に移行するに当た

り必要な改正を行うため本案を提出するものであります。 

例規集は第２巻の 886 ページとなります。 

改正の内容でありますが、改正条例文の次に新旧対照表をつけてございますので、

そちらのほうで説明させていただきます。 

第４条でありますけれども、地方自治法第 244 条の２第３項で、普通地方公共団体

は、公の施設の設置の目的を効果的に達成するため必要があると認めるときは、条例

の定めるところにより、法人、その他の団体であって、当該普通地方公共団体が指定

する者に当該公の施設の管理を行わせることができると規定されており、これに基づ

き加工施設の管理を指定管理者に行わせる規定であります。 

第５条は、加工施設が行う事業を明確にするものであり、農産物の加工処理、地域

の活性化及び地場産業の振興、村長が必要と認めた事業としています。 

第６条は、指定管理者が行う業務を明確にするものであり、第５条で規定している

加工施設が行う事業を初め、従来どおり一般利用の使用許可業務、施設の運営、維持

管理業務、その他村長が必要と認める業務としております。 

第７条は、加工施設の休業日及び営業時間は村長の承認を得て指定管理者が定める

こととしています。 

第８条は使用許可権者を村長から指定管理者に変更するものです。 

第９条は使用者に対する使用の不許可、許可の取り消し、使用の停止についての規

定であり、施設を棄損するおそれや公の秩序を乱す、公益を害する場合などは、指定

管理者が許可の取り消し等ができることとしています。 

第 10 条は施設の利用料金に関する規定であり、従来の使用料を利用料金に改めると

ともに、利用料金を指定管理者の収入とし、また、利用料金の額については従来の加
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工室別の予定額を１時間当たり 100 円～1,000 円の範囲内で村長の承認を得て定める

ものとしています。 

これは、従来、料金が高過ぎて使いづらいとの声もあり、機械や水の利用状況を勘

案しての料金設定を行えるよう幅を持たせてあります。 

また、利用料金を指定管理者の収入としていることから、減免は指定管理者が判断

できるようにしています。 

第 11 条は使用者による施設等の現状変更等の行為の禁止を、第 12 条では使用者の

責任による原状回復を、第 13 条では使用者が施設等を棄損、滅失させた場合の損害賠

償について、それぞれ規定しています。 

施行期日は指定管理者による管理に移行する平成 25 年４月１日としています。 

以上、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

日程第 14 議案第 11 号 中川村公共下水道条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

を議題といたします。 

朗読願います。 

○事務局長  朗読 

○議  長  提案理由の説明を求めます。 

○建設水道課長  それでは、議案第 11 号について説明をいたします。 

提案理由でありますが、下水道法施行令の一部改正に伴い本案を提出するというふ

うに書かれてございますけれども、その中身でありますが、平成 21 年の 11 月の 30

日にＷＨＯの飲料水の水質ガイドライン等において、１次ジクロロエチレンの公共用

水域の水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準及び地下水の水質汚濁に関す

る環境基準の毒性評価値が変更されました。これに伴い平成 23 年 10 月の 28 日に公布

された水質汚濁防止法施行規則等の一部改正の省令によりまして、当該物質の排出基

準と亜鉛含有量の暫定排出基準が変更をされ、１次ジクロロエチレンにつきましては
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同年の 11 月１日から、また、亜鉛の含有量の暫定排水基準につきましては同年の 12

月 11 日から施行をされました。これに伴い下水道法施行令の一部改正が行われたとい

うことでございます。 

例規集のガイドページにつきましては第２巻の 1,428 ページからとなります。 

改正条例は、第 12 条に定めます基準に適合しない下水道、判断をされる基準値の改

正が主な内容になりますが、ここに書いてある改正条例、条文だけ見ても、ちょっと

わかりづらいので、詳細につきましては、別に用意をいたしました新旧対照表での説

明とさせていただきます。 

第 12 条のところでありますが、右側が旧条例、左側が新条例であります。 

12 条の第１号、２号、５号、７号、15 号、それぞれにつきまして、例えば１号であ

りますと、カドミウム及びその化合物でございますが、「１リットルにつきカドミウム

0.05 ミリグラム以下」というものを「0.1 ミリグラム以下」、次に、第２号については、

同様にシアン化合物が「0.5」を「１ミリ」、第５号、六価クロム化合物については「0.3」

を「0.5 ミリ」に、水銀等々につきましては「0.003 ミリグラム」を「0.005」、15 号

につきましては「0.2 ミリ」を「１ミリ」というふうに基準数値の変更になります。 

次に、第 20 号、21 号、22 号につきましては、例えば 20 号でありますと、テトラメ

チルチウラムジスルフィド、これが１ℓにつき幾らというふうに書かれてございますが、

この薬品名、製品名等々について、新しいほうには括弧書きで「別名チウラム」とい

うふうに書かれてございますが、これら名称を、一部、増減をするもので、増改をす

るものでございます。 

それから、26 号の次でございますが、27 号以下を１条ずつすべて繰り下げをいたし

まして、27 号に新たに「１・４－ジオキサン １リットルにつき 0.5 ミリグラム以下」

というものを加えると、こういう内容でございます。 

よろしくご審議のほどをお願いをいたします。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 11 号は原案のとおり可決されました。 

日程第 15 議案第 12 号 中川村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条
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例の制定について 

を議題といたします。 

朗読願います。 

○事務局長  朗読 

○議  長  提案理由の説明を求めます。 

○総務課長  それでは、議案第 12 号 中川村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

の制定につきまして説明をさせていただきます。 

関係条例につきましては例規集の第２巻 1,721 ページから記載をしてありますので、

ごらんをいただきたいと思います。 

提案理由でございますが、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令が

改正になりまして本案を提出するというものでございます。 

条例の第９条の２、第１項第２号では、傷病補償年金や障害補償年金を受ける権利

のある非常勤消防団員等が、その常時介護または随時介護を受けるような状態になっ

た場合におきまして、介護保障として、その期間中に規則で定める金額を支給される

ということになっております。ただし、障害者自立支援法に規定する障害者支援施設

に入所している場合につきましては、これを支給しないとあるわけでありますけれど

も、障害者自立支援法は障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法

律というふうに法律名が改まっておりますので、この引用文を改める改正でございま

す。 

この改正条例は平成 25 年４月１日から施行するというものでございます。 

よろしくご審議をお願いをいたします。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 12 号は原案のとおり可決されました。 

日程第 16 議案第 13 号 中川村体育施設条例等の一部を改正する条例の制定につ

いて 

を議題といたします。 

朗読願います。 
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○事務局長  朗読 

○議  長  提案理由の説明を求めます。 

○教育次長  それでは、議案第 13 号 中川村体育施設条例等の一部を改正する条例の制定につい

てご説明いたします。 

提案理由は、中川村体育施設等の使用料について定め、あわせて字句等の整理を行

うため本案を提出するものでございます。 

本改正する条例は、第１条が中川村体育施設条例の一部改正、第２条が中川村学校

体育施設使用料徴収条例の一部改正、第３条が中川村体育文化施設条例の一部改正、

第４条がＮＶサウンドホール条例の一部改正の４本の条例を一括改正する集合条例で

ございます。 

改正内容は、議案の４枚目裏面に説明資料を入れておきましたので、ごらんくださ

い。 

改正の概要は、さきに申し上げました４条例に共通しまして、１つとして使用料の

減免規定が定められていない、２としまして、使用料の納付期限の規定が定められて

いない、３つとしまして、使用料の還付、キャンセル料の規定が定められていない、

４つとしまして、村外者使用倍額の規定はありますけれども、営利・営業使用の場合

の４倍額の規定が定められていない、５としまして、冷暖房及び電気使用料、料の時

が誤っておりますので、「料金」の「料」に訂正をお願いしたいと思います。それにつ

いて規定の定めがないという状況であります。 

各施設ともに、これまで文化センター条例に倣い運用してきておりますけれども、

適用が施設によって異なっている部分もあり、利用者にもわかりにくいことから、体

育及び文化施設の運用を統一し、条例を整備するものでございます。 

また、ＮＶサウンドホールにつきましては、施設、物品等を棄損または滅失した場

合の損害賠償に関する事項が定められておりませんので、損害賠償について規定をす

るものでございます。 

最初に第１条に規定する中川村体育施設条例の一部改正についてご説明いたします。 

議案資料の５枚目表面の新旧対照表をごらんいただきたいと思います。 

例規集につきましては第２巻の 2,353 ページ、関連があります中川村体育施設管理

規則は同じく 2,357 ページでございます。 

それでは条文について新旧対照表により改正後の項目について説明をさせていただ

きます。 

第５条は、減免規定について、中川村文化センター条例、別表第２を準用すること

を明記をするものでございます。 

第６条は使用料の納付期限について、第７条は取り消し等があった場合の使用料の

減額について規定するものでございます。 

別表については、既定の別表を別表の１とし、備考欄へ営利・営業使用の場合の使

用料について、中川文化センター条例に準じ、新たに４倍額を明記するものでござい

ます。 
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別表２につきましては冷暖房使用料を、別表の３につきましては電気使用料を新た

に明記するものでございます。 

次に、第２条に規定する中川村学校体育施設使用料徴収条例の一部改正についてご

説明いたします。 

議案資料の５枚目裏面、新旧対照表をごらんください。 

例規集は第２巻の 2,366 ページ、関連があります中川村学校体育施設の開放に関す

る規則は同じく 2,363 ページでございます。 

それでは条文について新旧対照表により改正後の項目について説明させていただき

ます。 

第２条は、減免規定について、中川文化センター条例、別表第２を準用することを

明記するものでございます。 

第３条は使用料の納付期限、第４条は取り消し等があった場合の使用料の減額につ

いて規定をするものでございます。 

別表につきましては、既定の別表を別表の１とし、備考欄へ村外者使用倍額、営利・

営業使用４倍額を規定するものでございます。 

別表の２につきましては電気使用料を明記するものでございます。 

次に第３条に規定する中川村社会文化施設条例の一部改正についてご説明いたしま

す。 

議案資料の６枚目表面、新旧対照表をごらんください。 

例規集は第２巻の 2,453 ページ、関連があります中川村社会文化施設管理規則は同

じく 2,455 ページでございます。 

それでは条文について新旧対照表により改正後の項目について説明させていただき

ます。 

第２条は青年婦人会館の設置位置の表示に誤りがありますので正しい地番に修正す

るものでございます。 

第４条は、減免規定について、中川文化センター条例、別表第２を準用することを

明記するものでございます。 

第５条は使用料の納付期限、第６条は取り消し等があった場合の使用料の減額につ

いて規定をするものでございます。 

別表については、既定の別表を別表の１とし、備考欄へ村外者使用倍額、営利・営

業使用４倍額を追記するものでございます。 

別表の２は付属設備、別表の３は暖房、別表の４は電気使用料を追加して明記する

ものでございます。 

次に第４条に規定するＮＶサウンドホール条例の一部改正についてご説明いたしま

す。 

議案資料は６枚目裏面、新旧対照表をごらんください。 

例規集は第２巻 2,463 ページでございます。 

それでは条文について新旧対照表により改正後の項目について説明させていただき
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ます。 

第４条は見出し字句の修正でございます。 

第５条は、減免規定について、中川文化センター条例、別表第２を準用することを

明記するものでございます。 

第６条は使用料の納付期限、第７条は取り消し等があった場合の使用料の減額、第

８条は損害賠償の規定を明記するものでございます。 

別表については、既定の別表を別表の１とし、備考欄へ営利・営業使用４倍額を新

たに明記するものでございます。 

別表の２は付属設備、別表の３は冷暖房、別表の４は電気の各使用料を新たに明記

するものでございます。 

附則として、この条例は平成 25 年４月１日から施行するというものでございます。 

以上、ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 13 号は原案のとおり可決されました。 

日程第 17 議案第 14 号 中川文化センター条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

を議題といたします。 

朗読願います。 

○事務局長  朗読 

○議  長  提案理由の説明を求めます。 

○教育次長  それでは、議案第 14 号 中川文化センター条例の一部を改正する条例の制定につい

て説明いたします。 

提案理由は、中川文化センターの使用料等について定めるため本案を提出するもの

でございます。 

例規集は第２巻の 2,477 ページ、関連があります中川文化センター管理規則は同じ

く 2,485 ページでございます。 

改正概要は、議案の３枚目表面に説明資料を入れておきましたので、ごらんくださ
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い。 

改正の概要は、１としまして、現在、教育委員会規則、中川文化センター管理規則

に定められている超過使用料、使用料の納付、使用料の減免、使用料の還付について、

条例に移して定めるものであります。 

理由は、本来、教育委員会の所掌にかかわる使用料、手数料、その他の収入の徴収、

減免及び還付に関する事務は、教育委員会への委任事務ではなく、教育長が村長の事

務を補助実行するものであります。よって、そうした事務を教育委員会規則で規定す

ることは適当でないためでございます。 

２つとしまして、体育及び文化施設の運用を統一するため、村外者使用倍額を規定

するものでございます。 

３つ目としまして、使用時間の始まりを午前９時から午前８時 30 分に変更するもの

でございます。実際の運用にもあり、利用者の利便性が図られることから改正をする

ものでございます。 

それでは、条文について、議案３枚目裏面にあります新旧対照表により改正後の項

目について説明をさせていただきます。 

第５条第１項は条文の分割による言い回しの修正でございます。 

第５条第２項は文化センター管理規則、以下、規則と申し上げますが、第８条の超

過使用料の規定を条例へ移すものでございます。 

第６条は規則第７条の使用料の納付の規定を条例へ移すものでございます。 

第７条は規則第 10 条の使用料の減免の規定を条例へ移すものでございます。 

第８条は旧条例第６条と規則第 11 条 使用料の還付の規定を、一括、条例へまとめ

て規定するものでございます。 

別表第１ 施設の使用料の改正については、使用時間の始まりを実際の運用に合わ

せるため午前９時を午前８時 30 分に改め、備考欄の記載について、中川村体育施設条

例、別表備考欄に記載されている村外者倍額の規定に合わせ、新たに明記をするもの

でございます。 

別表１の２ 付属設備の使用料の改正については、規則別表の規定を条例に移し、

備考欄の使用時間の始まりを午前９時を午前８時 30 分に改正するものでございます。 

附則として、この条例は平成 25 年４月１日から施行するというものでございます。 

以上、ご審議のほど、よろしくお願いします。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議  長  討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 14 号は原案のとおり可決されました。 

日程第 18 議案第 15 号 葛島山村広場等の指定管理者の指定について 

を議題といたします。 

朗読願います。 

○事務局長  朗読 

○議  長  提案理由の説明を求めます。 

○総務課長  それでは、議案第 15 号 葛島山村広場等の指定管理者の指定について説明をさせて

いただきます。 

提案理由は、葛島山村広場等の指定管理者を指定することについて議会の議決を求

めるため本案を提出するものでございます。 

普通地方公共団体は、指定管理者の指定をしようとするときは、あらかじめ当該普

通地方公共団体の議会の議決を経なければならない旨、地方自治法第 244 条の２第６

項で規定をされていますので、村が管理をいたします公の施設をそれぞれ法人等の指

定管理者に指定の期間を定めて指定するものでございます。 

そこの表にございますとおり、葛島山村広場は有限会社トラストに管理を指定し、

その期間は平成 25 年４月１日から平成 26 年３月 31 日までの１年間とする。 

かつらの丘公園は、同じく有限会社トラストに管理を指定し、その期間は平成 25

年４月１日から平成 26 年３月 31 日までの 1年間とする。 

かつら炭焼き体験施設は、同じく有限会社トラストに管理を指定し、その期間は平

成 25 年４月１日から平成 26 年３月 31 日までの 1年間とする。 

アンフォルメル中川村美術館は、アンフォルメル中川村美術館管理組合に管理を指

定し、その期間は平成 25 年４月１日から平成 28 年３月 31 日までの３カ年間とする。 

中川村農産物加工施設、通称つくっチャオでございますが、これは企業組合つくっ

チャオ中川に管理を指定し、平成 25 年４月１日から平成 28 年３月 31 日までの３年間

とするという内容でございます。 

ご審議、よろしくお願いをいたします。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

○７  番 （湯澤 賢一） 指定管理のことですが、かつらの丘炭焼き体験施設というのは、い

ろいろジビエ関連の施設とかされたようですが、これは、その状態でトラストに指定

管理するのか、それとも、あれは別個に考えているのか、昨年まではトラストの方に

お願いして、かぎをお借りして使わせていただいたりしている経過がありますが、そ

の辺を説明をお願いいたします。 

○振興課長  炭焼き体験施設のついては、釜の部分もございます。それから、建物の部分もござ
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います。建物については、現在、ジビエのほうで活用をしておりまして、建物そのも

のは除いて考えております。 

○議  長  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  これで質疑を終わります。 

次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 15 号は原案のとおり可決されました。 

日程第 19 議案第 16 号 村道路線の変更について 

を議題といたします。 

朗読願います。 

○事務局長  朗読 

○議  長  提案理由の説明を求めます。 

○建設水道課長  議案第 16 号 村道路線の変更について説明をいたします。 

提案理由は、道路法第 10 条第３項の規定に基づき村道路線の区域を変更するために

本案を提出するものであります。 

１枚おめくりをいただきたいと思いますが、変更する路線名が載ってございますが、

今回、変更をいたします路線は、この表のとおり３路線で、いずれも道路改良により

延長、幅員等について記載をしたものでございますが、位置等については、その後ろ

のほうに変更区間を表示をした資料１・２を添付をしてございますので、あわせてご

らんをいただきたいと思います。 

整理番号の次に前後別ということで前、後というふうに書かれておりまして、上段

が改良前、後段が改良後ということでございます。 

内容を見ていただきますと、起点、終点は変わりはございません。 

主な経過地等は変わりがございません。 

その他必要な事項でございますが、これについては、延長と幅員が書かれているわ

けでございまして、今回、お出しをしました３路線につきましては、この部分もすべ

て上下とも同じということで、変わっていないわけで、これを見たら、どこが変わっ

ているのと、こういうことでございますが、図面のほうに出しました資料のところの

改良を、23年度もしくは22年から23年度にかけて実施をしてきたわけでございます。

その幅員等につきましては、既に改良をした部分等々の幅員がまさっている部分がご

ざいまして、それについて一括を記載をしているために最大幅員、最小幅員とも変わ

らないと、こういうことでございます。道路面積等々については、ここの記載ではあ



29 

りませんけれども、最終的には変わってくると、こういうことでございます。 

以上、よろしくご審議のほどをお願いをいたします。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  質疑なしと認めます。 

次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 16 号は原案のとおり可決されました。 

ここで暫時休憩といたします。再開を 11 時といたします。 

［午前１０時４３分 休憩］ 

［午前１１時００分 再開］ 

○議  長  休憩前に引き続き会議を再開します。 

お諮りいたします。 

日程第20 議案第17号から日程第24 議案第21号までの補正予算５件につきまし

ては、会計間の繰り入れ繰り出し等もありますので、この際、議会会議規則第 37 条の

規定により一括議題にしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  異議なしと認めます。よって、 

日程第 20 議案第 17 号 平成 24 年度中川村一般会計補正予算（第４号） 

日程第 21 議案第 18 号 平成 24 年度中川村国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号） 

日程第 22 議案第 19 号 平成 24 年度中川村介護保険事業特別会計補正予算（第２

号） 

日程第 23 議案第 20 号 平成 24 年度中川村後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

日程第 24 議案第 21 号 平成 24 年度中川村公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号） 

以上５議案を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○副 村 長  議案第 17 号 平成 24 年度中川村一般会計補正予算（第４号）についてご説明をい

たします。 
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歳入歳出予算の補正で、予算の総額に 5,610 万円を追加し、予算の総額を 36 億 370

万円とするものであります。 

繰越明許費は第２表 繰越明許費により、地方債の補正は第３表 地方債補正によ

るものであります。 

今回の補正は、平成 24 年度の実績見込みに伴う調整と平成 24 年度国の補正予算に

よる増額が主なものでございます。 

５ページをごらんください。 

第２表 繰越明許費でありますが、農林水産業費、土木費で４事業ということにな

ります。 

林道舗装、公営住宅耐震診断業務委託は、国の補正予算による追加であります。交

付決定が今後になりまして、年度内の発注ができないこと、それから、村単道路改良

工事、沖田牧ヶ原線につきましては、県道北林飯島線、長居坂が工事中ということも

ございまして、迂回路確保が難しく、発注時期がおくれ、年度内に完成が難しいこと

から、その４事業、合計で 7,426 万 3,000 円を繰り越すものでございます。 

６ページをお願いいたします。 

第３表 地方債補正でありますが、追加では、林道改良事業、陣馬形線で 1,490 万

円、林道改良事業折草峠線で 1,220 万円を公共事業等債の発行をするものでございま

す。 

変更は、事業の進捗状況に合わせまして、起債の目的であります過疎対策事業債で

集いの広場避難階段設置事業、以下７事業の限度額の変更を行うものでありまして、

７事業総計、補正前が 1億 4,570 万円を 1億 3,880 万円に 690 万円減額するものであ

ります。 

追加と変更の合計で 2,020 万円の増額ということになります。 

９ページをごらんください。 

歳入について主なものについてご説明をいたします。 

村税でありますが、村民税は 818 万 2,000 円の増額であります。個人住民税で税制

改正によりまして年少扶養控除、また、特定扶養控除の縮小によりまして課税標準額

が増加ということになりまして、税額としては増額となりました。 

法人は法人税割額の増加で 101 万 7,000 円の増。 

固定資産税は宅地の負担調整率が引き上げられたことにより 208 万円の増額であり

ます。 

軽自動車税は台数の増加により 36 万 1,000 円の増。 

村たばこ税は増税により当初予算で減少を見込んだ本数が減少しなかったことによ

りまして 260 万円の増額というふうになっております。 

10 ページでありますが、地方消費税交付金は額の確定によりまして 49 万 2,000 円

の減額となります。 

11 ページの分担金及び負担金は民生費負担金で 151 万円の減少であります。 

児童福祉費負担金は児童クラブの利用料で、利用人数の減少により減額。 
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社会福祉費負担金、老人施設入所者負担金は、退所者が年度中で１人いたためによ

る減額でございます。 

12 ページ、15 款の使用料及び手数料は教育使用料で、実績の見込みに伴いまして

78 万 2,000 円の増額となっております。 

13 ページ、16 款 国庫支出金は実績見込みに伴う補正で、ごらんをいただいたとお

りであります。 

14 ページについても同様であります。 

15 ページでありますが、17 款 県支出金は県負担金で、実績見込みに伴うものとい

うことで 40 万 7,000 円の増額。 

県補助金は 2,546 万円の増額で、このうち農林水産業費県補助金が 2,601 万 1,000

円であります。主なものは林業費の補助金でありまして、説明欄の 11 地域自主戦略

交付金でございまして、国の補正予算による追加で林道改良事業に充当をいたします。

補助率は国が 50％、県１％の 51％で、総額を 2,827 万 4,000 円であります。 

16 ページから 17 ページの財産収入は実績見込みによる補正いうことで、18 ページ

をごらんいただきたいというふうに思います。 

20 款 繰入金でありますが、地域医療確保対策基金の繰入金でありますが、1,330

万円の減額であります。過疎債のソフト事業分の充当が可能となったことから繰り入

れをしないということとするものであります。 

19 ページ、22 款 諸収入のうち雑入が 911 万 8,000 円であります。説明欄の 92 そ

の他振興関係では、災害復旧事業地元協力金で北島頭首工分の地元協力金と農村災害

対策整備事業分担金、飯島町からの分ということで、それぞれ計上をいたしたところ

であります。 

その下のその他でありますが、保健師実習謝礼金ということで、県立看護大と飯田

女子短大の生徒の受け入れに伴うものでございます。 

20 ページであります。 

23 款の村債でありますけれど、６ページの地方債の補正でご説明したとおりでござ

います。 

21 ページから歳出でありますが、軽微な内容変更による増額ですとか更正減が主な

ものでありますので、主要なもののみについて説明をさせていただきます。 

また、各費目にわたりまして燃料費、光熱水費等の増額がございますが、単価の上

昇、重油、灯油等の使用料につきましては、寒さが厳しく、使用料の増加があったこ

とによるものでありますので、その分の説明は省略をさせていただきます。 

27 ページまで飛んでいただきまして、３款 民生費の障害者支援事業 389 万 4,000

円の増額であります。 

扶助費で 403 万 9,000 円の増額となっておりますが、自立支援給付費の利用が伸び

ておりまして、給付費が伸びているということであります。施設の短期入所、それか

らグループホーム入所者の就労移行、共同生活介護援助の利用が多く、増額となって

いるというのが特徴的なところでございます。 
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続きまして 28 ページの保育所費 201 万 2,000 円の増額であります。 

29 ページの賃金が 160 万 4,000 円ということで増えておりますが、補助保育士の期

間の延長、また、未満児の中途入所による臨時保育士の増額等で増額をするものでご

ざいます。 

その下の子育て支援事業は 442 万円の減額でありますが、避難階段の設置の方法か

ら救助袋の設置ということで変更となったための減額が主なものでございます。 

次に 32 ページをお願いしたいと思います。 

６款 農林水産業費の農業費の農業者戸別所得補償事業 390 万 4,000 円の減額であ

りますが、19 の負担金及び交付金で 03 交付金であります、農地集積協力金と青年就

農給付金につきまして、交付要件に該当する対象者がいなかったということから皆減

とするものでございます。 

その下の鳥獣害防止対策事業 124 万円でございますが、野生鳥獣総合管理事業補助

ということで、特別駆除としまして一斉捕獲の実施によりまして捕獲数の増加がござ

いまして、例えば、ニホンジカでは当初 320 頭見込みであったものが 490 頭ほど見込

まれるための増額ということでございます。 

次に 33 ページ、中ほどの林業費でありますが、5,960 万円の増額であります。 

内容につきましては 34 ページの林道改良事業 5,959 万 8,000 円の増額であります。

国の補正予算に伴う追加でありまして、林道陣馬形線と林道黒牛折草峠線の舗装工事、

それぞれ予定で約 1,000ｍの舗装を行うための経費ということの増額でございます。 

次に土木費の道路維持費ということで 35 ページをお願いいたします。 

道路維持管理費で 200 万円の増額でありますが、今年度は降雪回数が多く、これに

伴う除雪重機の出動が多いということで、除雪重機等の借り上げ料 200 万円を追加す

るものでございます。 

次に 36 ページの住宅費、住宅管理費で 148 万 7,000 円の増額であります。このうち

委託料で公営住宅の耐震診断事業、業務委託料 157 万 5,000 円でありますが、国の補

正予算に伴いまして、公営住宅のうち昭和 56 年度以前に建設した住宅のうち３棟の耐

震調査を行うという内容でございます。 

37 ページの消防費、また、これ以降の教育費、災害復旧費は実績見込みによるもの

でありますので、44 ページまで、ちょっと飛んでいただきまして、予備費であります

が、収支の調整を図るために 1,746 万 9,000 円を増額するものでございます。 

なお、特別交付税につきましては、３月交付分は額が未定でありますので専決処分

をしたいというふうに思うところであります。 

一般会計の補正の主なものは以上でございます。 

特別会計につきましては担当課長からご説明いたしますので、よろしくご審議をお

願いいたします。 

○保健福祉課長  続きまして保健福祉課に関係する特別会計補正予算について説明をいたします。 

議案第 18 号 平成 24 年度中川村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）を

お願いをいたします。 
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第１条で歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 936 万 6,000 円を減額し、総額

を 4億 9,835 万円とするものであります。 

歳入の主な内容ですが、５ページをお願いします。 

国庫負担金 17 万 2,000 円の減は、一般被保険者療養給付費、後期高齢者医療費支援

金等の確定によるものです。 

同じく国庫補助金 500 万円の減は、療養給付費の確定によるものです。 

６ページの６款 療養給付費交付金7万3,000円の減は、退職被保険者療養給付費、

後期高齢者支援金等の確定によるものです。 

８ページの 10 款 共同事業交付金で 414 万 1,000 円の減は、高額医療費共同事業交

付金並びに保険財政共同安定化事業交付金が高額療養費に対応して減額となるもので

す。 

９ページからの歳出ですが、２款の保険給付費で１項の療養諸費 300 万円の減は、

一般被保険者の療養給付費が減額となるものであります。 

13 ページに飛んでいただきまして、７款 共同事業拠出金の 365 万 3,000 円の減で

ありますが、高額療養費共同事業拠出金並びに保険財政共同安定化事業拠出金の額の

確定によるものです。 

15 ページの 11 款 諸支出金 8 万 3,000 円は、退職被保険者保険税還付金でありま

す。 

16 ページの予備費で 279 万 6,000 円を減額し、収支を合わせるものであります。 

続きまして、議案第 19 号 平成 24 年度中川村介護保険事業特別会計補正予算（第

２号）をお願いをいたします。 

第１条で歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 850 万円を減額し、総額を 5億

3,870 万円とするものです。 

歳入の主な内容ですが、５ページの１款 保険料 70 万円は、被保険者資格取得によ

る保険料の増額であります。 

６ページの４款 国庫負担金 200 万円の減と７ページの５款 支払基金交付金 232

万円の減は、ともに保険給付費の減額によるものであります。 

８ページの６款 県支出金 100 万 1,000 円の減は、保険給付費の減に伴い減額とな

ります。 

９ページの 10 款 繰入金は、保険給付費の減額に伴い一般会計からの村負担分、介

護認定事務費分、介護給付費準備基金のそれぞれの繰り入れ減額となります。 

10 ページからの歳出ですが、一般管理費の負担金 8万 4,000 円は、広域連合への負

担金が減額になったものです。 

介護認定事業費は 23 万円の減額ですが、介護認定調査員の賃金が更新者数の減に伴

い減額となったものであります。 

11 ページの介護サービス給付等諸費の 770 万円の減及び高額介護サービス費 31 万

9,000 円の減は、計画見込額より給付額が少なかったためであります。 

12 ページの地域資源支援事業では、介護予防、任意事業で調整をし、9,000 円の増
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額となります。 

14 ページの予備費で 10 万 9,000 円を減額し、収支を合わせてあります。 

続きまして、議案第 20 号 平成 24 年度中川村後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）をお願いをいたします。 

第１条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 50 万円を追加し、総額を 4,460

万円とするものであります。 

５ページの歳入で後期高齢者医療保険料が 50 万円増額となりまして、６ページの歳

出のほうで後期高齢者医療広域連合へ負担金として 50 万円を納付するというもので

あります。 

以上、よろしくお願いします。 

○建設水道課長  続きまして、議案の第 21 号をお願いをいたします。 

平成 24 年度中川村公共下水道事業特別会計の補正予算（第２号）についてでござい

ます。 

今回の補正につきましては、汚泥処分など維持管理事業の委託料の減に伴う調整が

主な内容でございまして、歳入歳出それぞれ 200 万円を減額し、総額を 2億 2,322 万

3,000 円とするものでございます。 

歳入でありますが、１ページにありますように、一般会計からの繰入金を 200 万円

減額をいたします。 

歳出でありますが、６ページにありますとおり、維持管理事業の電気料 30 万円、修

繕費4万5,000円の不足を補うために需用費を34万5,000円追加をいたしますととも

に、13 節の委託料のうち汚泥処分費 200 万円を落とします。 

これに伴う端数の調整のために予備費を 34 万 5,000 円減額し、調整をするものでご

ざいます。 

以上、よろしくお願いをいたします。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

○５  番 （村田  豊） 一般会計のほうで１点お聞きをしたいと思います。 

32 ページ、農林水産費の農業振興費の中で、６款の 5103 の中の 19 番ですか、区分

19 の、特に交付金の中で、青年就農給付金、減、農地集積協力金、更正減ということ

で、先ほど説明の中に、私の聞き間違いでなければ、対象がなかったということで、

110 万円が、農地集積協力金が減額ということですが、具体的には、決算の中で実績

予測はどのくらいなのか、全然なかったのか、どんな内容なのかお聞きしたいと思い

ます。 

○振興課長  農地集積協力金につきましては、これは、今までやっておられた方が自分の農地を

すべて出して、農業を離農された、そういう場合に給付されるもので、これについて

は実績ございません。 

それから、青年就農給付金につきましては、国の制度の要綱等の中で該当しそうな

方をリストアップして、うちのほうでは予算計上させていただきました。しかし、実
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際の細かな要綱等が決まってきた中で、該当される方が２名ということで、２名につ

きましては実績として支払いが行われましたけれども、あと、見込んでいた部分が該

当せずというところで、その分を、今回、減額ということであります。 

○議  長  ほかに質疑ありませんか。 

○１  番 （中塚礼次郎） 一般会計のほうですが、29 ページの子育て支援事業の中の集いの広

場の避難階段の設置で、説明によりますと救助袋に変更したために 430 万円の減とい

う内容ですが、当初、避難階段を設けるというふうになっていたわけですが、その経

過の説明と、救助袋に変えた点が階段よりよかったという点、それから、常設、絶え

ずそのものが避難できるように、絶えずその袋が下がっているというふうには考えら

れないので、階段なら、それを、すぐ、子どもたちを連れて下りるということができ

るんだけれども、下の受け入れの体制だとかいうようなことだとか、非常に、火災の

場合の訓練等もやっているわけですけど、これからの、今度の訓練においても、非常

に難しい点が出てくるかというふうに思います。そういった点についての考え方、そ

の２点をお聞きしたいというふうに思います。 

○保健福祉課長  集いの広場の避難の関係でありますけれども、当初は、避難階段っていうか、らせ

ん階段で避難をしようということで、議会のほうでも説明をいたしましたし、そのつ

もりでいたわけでありますが、チャオのほうとも話し合いをする中で、避難階段を設

置をする場所について難航しまして、なかなかいい場所がないということがありまし

た。それで、いろいろ考える中で、たまたま救助袋というのを見つけたわけでありま

すけれども、これについては、かなりの高層階からも下りられるというようなことも

ありまして、これにしようということになったわけでありますが、救助袋につきまし

ては、チャオの、その、何ていいますか、その入り口の屋上のところに、箱の中にし

まってある、設置をするわけでありますけれども、いざという場合には、その箱を開

けて救助袋を下に下して避難をしていくということになります。斜めの方式と、それ

からまた、垂直に下りるという方式がありまして、斜めの救助袋については、下でひ

もを引っ張って設置をするということになりますけれども、垂直式の救助袋は、袋を

まっすぐに、ただ下せば、もう、すぐ避難ができるということもありまして、下に特

別人はいなくても、その袋が救助ができる体制にできるということでありまして、そ

れにしたわけでありますが、今現在、これから工事をするわけでありますが、工事を

した後には、避難訓練等をしながら万全を期していきたいということで考えておりま

す。 

○１  番 （中塚礼次郎） そうすると、垂直型に決めたということですか。 

○保健福祉課長  はい。垂直に下りる方式の救助袋であります。 

つけ加えますと、袋は垂直にあるわけですけれども、中に、もう１つ袋がありまし

て、その中がらせん状になっていて、一気には落ちないということで、少し回転をし

ながらゆっくり下りていける方式になります。 

○議  長  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議  長  これで質疑を終わります。 

次に討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  討論なしと認めます。 

これより採決を行います。 

まず、議案第 17 号の採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 17 号は原案のとおり可決されました。 

次に議案第 18 号の採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 18 号は原案のとおり可決されました。 

次に議案第 19 号の採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 19 号は原案のとおり可決されました。 

次に議案第 20 号の採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 20 号は原案のとおり可決されました。 

次に議案第 21 号の採決を行います。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

〔賛成者挙手〕 

○議  長  全員賛成です。よって、議案第 21 号は原案のとおり可決されました。 

ここで暫時休憩といたします。再開を午後１時とします。 

［午前１１時３２分 休憩］ 

［午後 １時００分 再開］ 

○議  長  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

お諮りいたします。 

日程第 25 議案第 22 号から日程第 31 議案第 28 号までの７議案につきましては、

平成 25 年度の予算であり、関連がありますので、議会会議規則第 37 条の規定により

一括議題にしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  異議なしと認めます。よって、 

日程第 25 議案第 22 号 平成 25 年度中川村一般会計予算 

日程第 26 議案第 23 号 平成 25 年度中川村国民健康保険事業特別会計予算 
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日程第 27 議案第 24 号 平成 25 年度中川村介護保険事業特別会計予算 

日程第 28 議案第 25 号 平成 25 年度中川村後期高齢者医療特別会計予算 

日程第 29 議案第 26 号 平成 25 年度中川村公共下水道事業特別会計予算 

日程第 30 議案第 27 号 平成 25 年度中川村農業集落排水事業特別会計予算 

日程第 31 議案第 28 号 平成 25 年度中川村水道事業会計予算 

以上の７議案を一括議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○村  長  それでは、平成 25 年度の当初予算編成の基本方針についてご説明を申し上げます。 

まず、村を取り巻く大きな環境から考えてみますと、ヨーロッパでは幾つかの国が

財政危機に見舞われており、緊縮財政に人々の不満が高まって、政治的にも混沌とし

た状況が生まれています。そのあおりを受けてヨーロッパ全体の共通通貨、ユーロま

で不安定になっています。 

米国においても、オバマ政権が２期目をスタートさせたものの、財政状況は依然と

して厳しく、３月の１日の深夜、議会との調整のつかないまま歳出の強制的な大幅削

減に突入してしまい、今後、国民生活に大きな影響が出るのではないかと心配をされ

ているところであります。 

現在の世界経済の仕組みそのものが壁にぶつかっており、機能しなくなっているの

ではないかと思います。 

国内においては、昨年末の総選挙で自民党、公明党が政権に返り咲き、安倍内閣が

誕生しました。アベノミクスと呼ばれる経済政策によって円安が進み、株価も上昇を

しております。２％の物価上昇を目標としており、確かに円安によってガソリン等の

価格は上昇していますが、労働者の賃金や農家所得が向上するのかどうか、先行きは

不透明です。例えるなら、血行不良のメタボのように、懸命に働く指先には血が回ら

ず凍傷になりかけているのに、腹周りにばかり脂肪が溜め込まれている、そういう状

態が、果たして、これから改善されるのでしょうか。所得上昇のないまま物価だけが

上がれば、国民の生活はさらに苦しくなります。 

ＴＰＰについても、反対の声が根強いにもかかわらず、安倍首相は、訪米で前向き

な姿勢をあらわにしました。ＴＰＰは、農業問題にとどまるものでは決してなく、そ

の本質は、世界企業が自分たちに都合のいいルールや規格を押し広げ、地域、地域の

それぞれの個性や文化を押しつぶし、一色に塗り固めて利益を上げようとするもので

す。 

ことにＩＳＤ条項は、世界企業が思ったほどもうけられなかった場合、その国の制

度を訴えることができるという仕組みであり、国ごとに積み重ねてきた制度、慣習を

企業の思惑で破壊されかねません。既に日本の軽自動車制度はアメリカの３大自動車

メーカーから目のかたきにされており、ＴＰＰが成立すれば、ＩＳＤ条項で訴えられ

て、軽自動車優遇制度はなくなってしまうかもしれません。 

日本医師会が心配しているのは、外国の保険会社の圧力によって混合診療が広がり、

国民皆保険制度の適用範囲が狭められ、やがてアメリカのように、どの保険に幾らか
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けているかによって受けられる医療に差が生じる、そういう社会にされてしまうので

はないかという点です。 

除草剤をかけても枯れないように遺伝子組み換えをした作物が広がって、農地は除

草剤まみれになり、同じ遺伝子組み換え作物しか育つことができず、毎年、その種を

買わなければならなくなり、周辺環境まで除草剤で汚染されていくのではないか、そ

んな不安も感じます。 

ＴＰＰは、日本社会をさまざまな面からじわりじわりと着実にむしばんでいくと危

惧いたします。 

また、原発についても、安倍政権は再稼動の姿勢が露骨になってきました。活断層

の不安のみならず、先日は、突然、ロシアに隕石が落ちて広い範囲が被害を受けまし

た。大自然の想定外は津波だけではありません。北朝鮮のミサイルへの非難も喧伝さ

れますが、日本海沿岸、中でも若狭湾の原発銀座が標的にされる可能性に対しては、

マスコミが警鐘を鳴らすことはほとんどありません。 

ＴＰＰにせよ原発にせよ、冒頭に述べた機能しなくなりつつある古い制度によって

既得権益を得てきた人たちが、何とか既得権益を手放すまいとしがみついているもの

です。大手マスコミも既得権益の側に連なっているので、ＴＰＰや原発の問題点は、

せいぜいアリバイ的にしか報じられることはありません。新しい時代にふさわしい制

度を模索していかねばなりませんが、既得権益層は、もうしばらく何とかしがみつい

ていようとするでしょう。劣悪な労働状況に苦しむ若者たちや地方の中山間地は、こ

れからも犠牲にされ続けるのではないかと心配いたします。 

それでは、そういう状況の中、中川村はどうすべきでしょうか。今、申し上げたよ

うな状況をかんがみるとき、やはり以前から考えてきた内発的な発展を目指すほかは

ないという、そういう思いを改めて強くいたします。 

内発的発展とは、中川村のよさ、可能性、地域資源を一工夫して生かし、村民がそ

れぞれ自分の得意とするところを発揮して、外部資本に過度に依存しないあり方で暮

らしの経済を支えていくことです。子どもや孫に引き継いでいけるなりわいを生み出

していくことであります。都会で酷使されている子どもや孫が中川村に戻ってきて、

汗をかきながら、自分で、中川村で自分の考えで頑張って手ごたえを得られるように

していくことです。中川村の産業の中心は農業ですから、よく言われている農業の６

次産業化とも重なっています。日本で最も美しい村連合が目指すところとも一致して

おります。 

チャオ周辺活性化や農産加工所の建てかえなど、これまで村民の活躍できる環境整

備をしてまいりました。今後は、その中で１人でも多くの村民が活躍できるよう、こ

れまで以上に踏み込んだ支援によって村民がいい意味の欲を出すようにしていかねば

なりません。 

内発的な発展と同時並行で、各地区に地域の担い手を増やしていくことも考えねば

なりません。住宅政策にとどまらない仕組みづくりが必要になりましょう。受け入れ

る地域の協力体制も不可欠となります。高齢化と担い手不足は、ますます切迫をして
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います。どの課題も時間の猶予は残されていません。 

しかしながら、ことしは村長選挙の年に当たります。これ以上、私の考えを主張す

ることは、選挙の事前運動にもなりかねませんので控えることにいたします。 

改めて選挙公約としてご説明をいたします。 

村長選の年の当初予算は、肉づけの薄い骨格予算とするのが通例で、今回も例に漏

れません。その結果、一般会計は総額 29 億 8,900 万円と、平成 17 年度以来８年ぶり

に 30 億円を切る規模になりました。村長選挙の結果が出て、次の６月議会で選挙公約

に基づいた補正予算が追加され、肉づけがなされることになります。その際、遅滞な

く事業に取りかかれるように準備体制を整えておくよう職員には指示をしているとこ

ろであります。 

ただ、骨格予算とはいえ、緊急度の高いものや計画に基づいた継続事業には幾つか

大型のものもあります。 

新規事業のうち大型のものは、片桐保育園の大規模改修工事です。近年、未満児保

育の需要が高まっており、定員に迫ってきているので、待機児童をつくらないため、

未満児室を拡充し、あわせて給食調理室の改修をいたします。8,858 万円を計上しま

した。 

継続事業のうち大型のものを挙げると、坂戸公園整備事業に 2,011 万円、谷田黒牛

線など、一部、新規も含めて、村道改良事業に 1億 1,800 万円を計上しています。 

このように大型の事業も幾つかありますが、基本的には、先ほど申し上げたとおり、

骨格予算でのスタートとなります。 

来年度当初予算編成方針の説明は以上といたします。 

予算の概要につきましては副村長から説明を申し上げます。 

よろしくお願いいたします。 

○議  長  続いて議案の内容説明を求めます。 

○副 村 長  それでは、議案第 22 号 平成 25 年度中川村一般会計予算の説明をさせていただき

ます。 

一般会計予算書の１ページをごらんください。 

傍聴の皆さんには、ちょっとございませんので、後ほど説明資料でご説明させてい

ただきます。 

第１条にございますように、予算の総額を歳入歳出それぞれ 29 億 8,900 万円とする

ものであります。前年度の当初予算と比べまして 1億 8,500 万円、5.8％の減額となっ

ております。 

第２条 債務負担行為は第２表により、第３条 地方債は第３表によるものとし、

第４条で一時借入金の最高額は 5億円と定め、第５条の歳出予算の流用では、人件費

に限り同一款内における各項の間の流用ができるように定めるものです。 

２ページから６ページにかけまして、第１表 歳入歳出予算で款・項別に金額を記

載してございますが、後ほど、当初予算の概要資料により、特徴的なものについてご

説明いたします。 
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７ページの第２表 債務負担行為についてでありますが、アンフォルメル中川村美

術館は指定管理施設としての期間が満了となること、また、中川村農産物加工施設に

ついては新たに指定管理施設とすることから、それぞれ平成 25 年度から 27 年度まで

の期間と指定管理料の限度額を定め、債務負担とするものであります。 

８ページの第３表 地方債でありますが、県営農地災害対策整備事業、南向・片桐

地区以下 16 事業について公共事業等債、過疎対策事業債、辺地対策事業債で総額 3

億 7,070 万円の記載の発行を予定するものであります。中田島の村営住宅建設事業が

完了したことなどから、平成 24 年度と比べまして 3,130 万円、7.8％の減額をなって

おります。 

それでは、予算の概要につきましてご説明いたしますので、予算資料１ 平成 25

年度当初予算提案説明をごらんいただきたいと思います。 

３ページの一般会計、上から３段目の山括弧、歳入概要からご説明をいたします。 

村税でありますが、4億 3,889 万円、これは歳入全体の 14.7％を占めております。

前年度比では 1,357 万円、3.2％の増額計上となっております。これは、個人住民税の

年少扶養控除の廃止や特定扶養控除の縮小による課税標準額の増額やたばこ税の税源

移譲が大きく影響しております。 

地方交付税は、地域の元気づくり推進費の新規算定換算加算により増額が見込まれ

る一方、地方公務員給与の削減による基準財政額への減額、あわせて年少扶養控除の

廃止、たばこ税にかかわる税源移譲の影響による基準財政収入額の増額見込みに加え

まして、平成 25 年度地方財政計画による収支見込額が前年度に比べ 2.2％減となるこ

とから、普通交付税を 15 億 5,000 万円、特別交付税を 5,000 万円、地方交付税全体で

前年度比 5,000 万円、３％の減額計上としました。歳入全体では 53.5％を占めていま

す。 

国庫支出金は、参議院議員選挙費を新たに計上し、障害者自立支援給付を初めとす

る福祉関連事業分を中心に継続計上しました。 

一方、既設の公営住宅改善事業補助金 1,570 万円を財源とした牧ヶ原の公営住宅修

繕箇所買取事業が完了したことなどにより、総額 1億 2,661 万円、前年度比 1,581 万

円、11.1％の減額計上となりました。 

県支出金は、緊急雇用創出事業補助金の一部減額などがありましたが、福祉、産業

や保健関連事業分を継続計上しました。 

避難所対策経費として計上しました避難所予備電源確保事業を初めとする農林水産

業関連補助金が事業完了や減額などにより総額1億6,406万円、前年度比3,627万円、

18.1％の減額計上をなしました。 

繰入金は、福祉、教育支援費の住民生活に光を注ぐ交付金は、全額を取り崩したた

め廃止。 

昭和伊南総合病院運営負担金への地域医療確保対策基金の繰り入れは行わないとし

たことにより、繰入金は皆減となりました。 

村債は 3億 7,070 万円、前年度比では 3,130 万円、7.8％の減額計上となっておりま



41 

す。 

過疎対策事業では総額3億3,750万円を計上、うち2億8,850万円がハード分となっ

ています。前年度には中田島村営住宅建設事業分が大きな割合を占めていましたが、

事業完了となったことにより減額となった一方、村道改良５路線分 1億 4,400 万円を

継続計上、喫緊の課題対応として新たに保育所大規模改修分として 8,850 万円を計上

しています。さらに、陣馬形、黒牛折草峠線の林道改良舗装分として 3,600 万円を継

続計上し、過疎対策事業債全体の前年度比は 6,450 万円、16％の減額計上となってい

ます。 

また、谷田黒牛線の村道改良分として辺地対策事業債 2,380 万円、南向、片桐の県

営農地防災対策整備分として公共事業等債を 940 万円、新たに計上いたしました。 

こうした結果、歳入の性質別では、村税などの自主財源比率は 20.6％、地方交付税

などの依存財源が 79.4％という歳入構造となります。 

続きまして歳出の概要であります。 

福祉、保健、医療の充実として福祉医療費給付事業、以下、金額につきましては省

略をさせていただきます。福祉医療給付事業では引き続き手数料 300 円を除く医療費

の無料化を行います。 

障害者支援事業は、福祉サービス利用の多くの要望に対応できるよう、自立支援給

付費、自立支援更生育成医療給付、障害児通所支援など、法に基づき継続して予算計

上を行いました。 

老人福祉事業では、介護慰労福祉金、緊急宿泊事業補助金など、需要の高まりに合

わせ増額計上しました。 

保育所費は、喫緊の課題でもある手狭となった未満児室などの増改築事業費を計上

し、片桐保育所の整備を行い、要望にこたえます。 

教育の振興として、教育事務局費は、小中学校中間教室指導員や心の教室相談員を

配置し、情緒障害、知的障害や不登校児童・生徒などの支援、心のケアを引き続き行

います。 

また、ＡＬＴを引き続き配置し、生きた英語力の向上を図ります。 

小中学校管理費では。グラウンドやプールなど、施設の老朽化に伴い緊急を要する

改修・補修工事を計上し、校内教育環境の整備を図ります。 

小中学校教育振興費は、各種教材の更新を継続して行うとともに、全国学力学習状

況調査とあわせ学校生活全般に関するＱＵ検査を増額計上しました。 

学校給食センター運営事業は、安心して提供できる食材確保のための各種検査や洗

浄室のカウンター補修工事を行い、より安全で効率的な運用に努めることとします。 

教育、文化施設の運営整備については、文化センタートイレの洋式化、カーテンな

ど老朽化している諸施設、諸備品についての修繕費を計上しました。 

また、アンフォルメル中川村美術館では、開館 20 周年となることから記念事業を企

画し、今後の運営向上につなげます。 

体育施設管理事業は、テニスコート修繕やルールの改正に伴う社会体育館のバス
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ケットラインの引き直しなど、緊急を要する部分に限定し、新たに計上をしたところ

であります。 

安心・安全の確保としまして、防災対策費は、住宅耐震化事業補助金を継続計上す

るとともに、衛星携帯電話外部アンテナ設置工事を新たに計上し、有事の際の迅速な

対応を可能とします。 

防犯対策費は、南向・片桐街路灯組合より移管を受ける街路灯について、省電力化

を含めＬＥＤ化を行います。 

消防施設事業は、消火栓の維持管理、更新関連経費として水道事業会計への負担金

を増額計上し、安心して暮らせる地域の基盤を整備します。 

生活環境の整備で、公園整備事業は、整備年度最後となる坂戸公園整備事業費を計

上し、あわせて完成記念事業の植樹祭を企画しました。 

公共下水道、農業集落排水事業は、維持管理中心の事業に加え建設時の公債費が減

少していることから、一般会計繰出金は減少傾向にあります。 

一方、上水道事業費については、さらに経営の健全化を目指す地方公営企業会計の

改正に伴う会計システム改修費が増額計上となっております。 

環境の保全でありますが、ごみ処理事業は、各種ごみ運搬、処理業務経費を継続計

上するとともに、生ごみ堆肥化等処理機購入補助を増額計上し、さらにごみの減量化

に努めます。 

生活基盤の整備は、村道維持管理費、維持工事費を継続計上し、舗装、補修の対応

を行ってまいります。 

また、緊急雇用創出事業を活用した中川保全隊による維持費を計上し、村道の側溝

の管理、村道脇の支障木の伐採や河川などの維持保全に努めます。 

村道改良事業は、測量設計、用地測量業務を含め、村道６路線の改良と大草桑原線

ののり面保護を行います。 

継続改良路線としては、原田荒田線を初め４路線、あわせて大草桑原線となります。 

また、緊急度の高い上島田島駅線ほか１路線に新たに着手し、引き続き交通網の利

便性の向上と安全性の確保に努めます。 

産業の振興であります。 

農業振興事業では、農産物などの放射能分析を継続して行います。 

また、振興作物普及拡大補助金、農業後継者支援事業補助金を初めとする各種農業

振興補助金を継続計上しました。 

農業者戸別所得補償事業は、事務の効率化、円滑化を図るため、推進事務臨時職員

を配置するよう、新たに賃金を計上しました。 

また、遊休農地対策や担い手対策に関して、地域農業再生協議会を中心に継続して

事業を進めます。 

鳥獣害防止対策事業は、狩猟免許を取得、更新するための負担金を新たに計上しま

した。 

また、広域捕獲、個体数調整にかかわる野生鳥獣総合管理事業補助金を増額計上し、
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被害縮小に努めます。 

農村災害対策整備事業は、南向・片桐地区の農村災害対策整備計画に基づき実施さ

れる県営事業負担金を計上しました。 

林道改良事業は、陣馬形線、黒牛折草峠線の舗装を継続計上しました。事業費全体

では減額計上となりましたが、陣馬形線につきましては、新たにのり面改良も行うこ

ととしました。 

地域づくりでありますが、村づくり事業では、引き続き地域力創造アドバイザーを

招聘し、過疎対策、地域活性化施策の検討、実施につなげます。 

行財政運営であります。村長選挙費と参議院議員通常選挙費を新たに計上しました。 

歳出の性質別内訳は、そこに記載したとおりでありますので、後ほどご確認をいた

だければというふうに思います。 

６ページの財政状況であります。 

借入金の返済に充てます公債費のピークの平成 16 年度を過ぎ、加えて平成 20 年度

から連続して行っている繰上償還の影響によりまして、元利償還金総額は 3 億 8,911

万円となり、前年度比では 223 万円、0.6％の減額計上となっております。 

平成 23 年度決算に基づく財政の健全化判断比率では、村の標準財政規模に対する元

利償還金の負担比率、いわゆる実質公債費比率は、9.6％と前年度に比べ 2.7％改善さ

れ、あわせて将来にわたり村が負担する負債の負担、いわゆる将来負担比率では、5.9％

と前年度に比べ 5.4％改善し、比率上の判断では財政状況は健全な状況となっており

ます。 

今後、地方交付税の算定状況でありますとか、ここ数年の起債借入額の伸びによる

公債費などの負担増が見込まれます。このような状況に対応し得る基金の積み増し、

事業の計画の見直しなどを視野に入れ、村長選挙後の財政運営を組み立てていく必要

があろうかと思います。 

一般会計の概要は以上でございます。 

特別会計につきましては担当課長からご説明いたしますので、よろしくご審議をお

願いいたします。 

○保健福祉課長  それでは保健福祉課所管の３つの特別会計につきましてお願いをしたいと思います。 

最初に、議案第 23 号 平成 25 年度中川村国民健康保険事業特別会計予算の説明を

させていただきます。 

予算書のオレンジ色のページのところでありますが、ごらんをいただきたいと思い

ます。 

第１条で歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 4億 8,550 万円と定めるものであ

ります。 

詳細につきましては当初予算案の提案説明、予算資料１の６ページに沿って説明を

申し上げます。 

国民健康保険事業特別会計は、前年度に比べ 100 万円、0.2％の減額計上となりまし

た。 
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歳入では、療養給付費交付金や全国高齢者交付金が前年度に比べ増額計上となった

ものの、一般被保険者分の減収見込みから保険税が 1 億 1,961 万円、440 万円の減額

計上となっています。 

また、療養給付費負担金などの国庫支出金や県支出金も減額計上となっています。 

歳出では、保険給付費が 3億 3,270 万円、前年度に比べ 672 万円の増額計上となっ

たものの、後期高齢者支援金が 6,280 万円で 585 万円、共同事業拠出金が 4,634 万円

で 188 万円の減額計上となっています。 

次に、議案第 24 号 平成 25 年度中川村介護保険事業特別会計予算についてお願い

します。 

予算書のグリーンのところのページでありますが、第１条で歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ 5億 6,500 万円と定めるものであります。 

詳細につきましては、予算資料の６ページでありますが、介護保険事業特別会計は、

第５期、平成 24 年から平成 26 年までですが、第５期介護保険事業計画の中間年度で、

前年度に比べ 1,800 万円、3.3％の増額計上となりました。 

歳入では、介護保険料率は昨年と同じですが、被保険者が増えて 9,401 万円と前年

度に比べ 38 万円の増額計上、あわせて一般会計からの繰入金が給付費などの増により

9,550 万円、163 万円の増額計上となっています。 

歳出では、介護予防、介護サービス給付等の増額見込みにより保険給付費が 5 億

4,668 万円、前年度の比べ 2,130 万円の増額計上となっております。 

次に、議案第 25 号 平成 25 年度中川村後期高齢者医療特別会計予算についてお願

いします。 

予算書のブルーのところでありますが、第１条で歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ 4,490 万円と定めるものであります。 

詳細については、提案説明の６ページのほうでお願いをします。 

後期高齢者医療特別会計は、前年度に比べ 130 万円、３％の増額計上となっており

ます。これは被保険者の増加や医療費の増加が大きな要因となっているところであり

ます。 

以上、よろしくお願いします。 

○建設水道課長  引き続きまして、議案第 26 号、27 号、28 号について説明をさせていただきます。 

予算書のほうと同じく、この概要説明提案説明書のほうで説明をさせていただきま

す。 

まず、議案第26号の平成25年度中川村公共下水道事業特別会計予算でありますが、

予算書ですと、この黄色いところのページからになります。 

この予算書の第１ページのところでありますけれども、第１条で歳入歳出それぞれ

2億 1,500 万円といたします。 

第２条で一時金の一時借入金の限度額を 4,000 万円といたしました。 

予算の総額でありますが、前年度に比べ 1,000 万円、4.4％減額計上となっておりま

す。維持管理主体の事業構成としてございます。 
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歳入では、前年度に比べ使用料が増額見込みとなったものの、事業費などの減少に

よりまして一般会計からの繰入金は 1,100 万円の減額計上としております。 

歳出では、修繕料や汚泥処理の委託費などの減少によりまして維持管理費総額が

205 万円、元利償還金の減少により公債費が 741 万円、それぞれ減額計上としてござ

います。 

大きな特徴でありますが、公共、農集、含めてでありますけれども、利用料につき

ましては、平成 24 年度と同じ料金体系にしてございます。 

次に、議案第27号 平成25年度中川村農業集落排水事業特別会計予算であります。 

予算書のグリーンといいますか、青とグリーンの間の紫、薄紫色のところでござい

ますが、その１というところをごらんいただきたいと思います。 

第１条で歳入歳出それぞれ1億3,400万円とし、第２条で一時借入金の限度を3,000

万円といたしました。 

予算総額は、前年度比で 300 万円、2.2％の減額計上となっており、こちらも維持管

理主体の事業構成としております。 

歳入では、前年度に比べ使用料が増額見込みとなったものの、事業費などの減少に

より一般会計からの繰入金は 400 万円の減額計上となっております。 

歳出では、マンホールポンプ修繕費が増額計上となったものの、維持管理費総額で

93 万円、元利償還金の減少により公債費が 438 万円、それぞれ減額の計上としてござ

います。 

次に、議案第 28 号 平成 25 年度中川村水道事業会計予算でございます。 

一番最後の水色の部分でありますが、１ページのところをごらんをいただきたいと

思います。 

水道事業につきましては、公営企業法の規定に沿った予算書として提案をさせてい

ただいております。 

第１条は予算の内容を以下に定めるとする総則でございます。 

第２条でありますが、業務の予定量を定めるもので、年間総配水量を 54 万 7,000ｔ

と想定をいたしました。 

第３条でありますが、損益に係る見込みで、収益的収入及び支出の予定額を前年 445

万円、5.0％増の 9,290 万円とするものでございます。 

この収入でありますが、主な収入のもとになります料金でありますが、農集、公共

等々と同じように平成 24 年度の料金体系を 25 年度も引き続き維持をしていく計算を

してございます。 

第４条でありますが、資本取引に係る収入及び支出の予定で、総額は 2,770 万円、

前年度比で 1,715 万円、38.2％の減額計上といたしました。 

収支の不足額 2,645 万円につきましては、損益勘定の留保資金等で補てんすること

といたします。 

大きな工事等々につきましては、道路改良に伴い配水管の布設がえを予定をしてご

ざいます。 
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次に第５条でありますが、一時借入金の限度額を昨年同様の 3,000 万円とするもの

でございます。 

第６条でありますが、議会の議決を経なければ流用することのできない経費を職員

給与費と定め、当初予算額は、総経費の給与手当、法定福利の合計で 1,411 万 9,000

円といたします。 

第７条は、棚卸資産の購入限度額を 200 万円と定めるものであります。 

以上で水道事業会計予算の説明を終わりますが、法令が定める予算の添付書類とし

まして資金計画書、予定貸借対照表、予定損益計算書、給与費計算書等を、また、参

考資料といたしまして 20 ページ以降に予算の実施計画の明細書を添付をいたしまし

たので、ご参照をいただきたいと思います。 

ご審議のほど、よろしくお願いをいたします。 

○議  長  説明を終わりました。 

これより質疑を行います。 

○５  番 （村田  豊） 私のほうからは、８点ほどですが、行政の皆さんには、役場の皆さ

んには内容が行っているかと思いますけれども、一般会計の部分で、特に骨格的な枠

組みであり、大きな新しいものが出ておりませんので、質問内容が担当委員会以外で

細かいような数字の確認みたいなことになりますが、よろしくお願いをしたいという

ふうに思います。 

まず、最初に 31 ページの財産収入のところですけれども、項目 18 項目の生産物の

売払収入の中で、特に太陽光の売電収入というようなことで前年度と同じような収入

予算額が載っておりますが、決算見込みから見た段階で増えそうなのか、あるいは昨

年度と同じような内容の予算計上なのか、その点、お聞きをしたいと思います。 

２点目としては、44 ページの総務費の 2281 の電子化推進事業でございますけれど

も、これは前年度に比べますと 573 万円の減というような予算の違いがあります。特

に、この中で、ちょっと気になるのは、備品関係は、これは、当然、ある程度の補て

んができれば減ってきてもいいというふうに思います。それが昨年度 300 万円という

ことですが、賃金が 250 万円減というふうになっておりますが、この賃金が、こういっ

た 250 万円減というようなことで本当にやっていけるのか、どうなのかお聞きをした

いと思います。 

それから、３点目として、48 ページのほうですが、総務費の企画費の中で、特に 2251

の企画総務費の関係ですけれども、前年に比較して 1,700 万円多いというようなこと

ですが、増減内容等を見てみますと、昨年度と比べてみますと、給与関係、人員が増

えたんじゃないかと思いますが、給与関係が主なものではないか、あるいはまた、群、

広域連合等々の負担金等を含めて、負担金が 500 万円増えておりますが、そこらの辺

は、どういった人員が増えたのか、郡なのか、伊南の負担が増えたのかお聞きをした

いと思います。 

４点目として、51 ページの総務費の防犯対策費、工事請負費、2432 の 15 番の工事

請負費ですけれど、先ほど説明が、村長の説明の中にもありました。防犯灯をＬＥＤ
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化するということで 950 万円というような数字が、全村、改修といいますか、設置が

えをするということですけれども、これが、すべて設置が終わったのか、終わったと

いうことを、先ほど、ちょっと課長からもお聞きしましたんで、終わったと、終わる

というような予定で予算が計上されているとしたら、地元負担というもの、全額、村

で補助の中でやるのか、地元負担というものが発生してくるのかどうか、この点をお

聞きしたいと思います。 

５項目目としては、81 ページの振興課の関係で農林産業費ですけれど、5001 の農業

委員会費、これが農地相談員の設置事業というようなことで 202 万円が盛られえおり

ます。恐らく昨年と同じじゃないかと思いますけれど、先ほども補正予算の中でも、

一部、減額のものが出ましたけれど、農地相談員設置事業、本当に農地の流動化が費

用対効果が出ているのか、あるいはまた、人件費に補てんをするための予算計上なの

か、その辺をお聞きしたいと思います。 

６点目として、85 ページ、それから 142 ページと関連が、指定管理の関連が出てき

ますけど、5121 の農業施設管理事業、農産加工施設指定管理料 150 万円というふうに

なっております。昨年の場合は 145 万円ということであったわけですが、この指定が、

３年たちまして指定がえによって、前年度までに比べますと 330 万円くらいの減額に

なりますが、具体的に指定管理で指定がえをしていって運営ができるような話し合い

がされたのかどうか、その点をお聞きしたいと思います。 

７点目としては、土木費の関係ですが、橋梁維持費、それから８番目の河川整備費

も関連がありますのでお聞きしますけれど、100 ページですけれど、橋梁維持費につ

いては 800 万円の減額ということで、これは、昨年度、長寿命化計画策定というよう

なことで、委託料で盛られたものだというふうに思いますけど、これがゼロというよ

うなことですが、その辺は、計画策定をした中で、本当に対象とする部分が、箇所が

ないのか、どうなのか、先ごろの国交省から発表になった、言ってみれば市町村の道

路だとか橋梁等については老朽化対策等をしていかなきゃならんというようなことの

中で、それぞれ下部の確認や調査をしたところ、非常に、まだ、未整備なところがあ

ると、橋梁等については、県下でも 2,464 カ所あるけど、どうも 10％単位の、言って

みれば、補修済みで、あとは補修がされていないということであるんですけど、そう

いう中で、中川の場合には、先ほど 18 河川等があります。だとすれば、橋梁等がある

と思いますが、本当に対象箇所がないのか、予算計上しなくていいのか、その点をお

聞きをしたいと思います。 

それから、土木費の河川整備費についても、やはり廃項でゼロと、全然、予算が盛

られておりません。昨年度、堂洞沢だかの改修ということで 630 万円が盛られました

けど、ゼロとなっておりますが、先ほどのような、国交省で、地方でやる、自治体の

やるべき事業を肩がわりしてやりますよというようなこと等が、今、検討をされてお

りますけれど、そういう中で、今後、出てくる中で、追加補正で配られるのか、どう

なのか、ゼロでいいのかどうか、その点、お聞きをしたいと思います。 

以上８点、すみませんが、お願いしたいと思います。 
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○住民税務課長  それでは、自分のほうからは、財産収入の太陽光発電の売電収入についてお答えを

させていただきます。 

新年度予算では、自分のほうの担当するのは村営住宅でありますけれども、パーク

ハウス滝戸とサンライズ中田島でありますけれども、両方とも 18 万円ずつ、合計で

36 万円の予算計上をしてあります。 

今年度の決算見込みと比較をしてどうかということでありますけども、今年度、ま

だ年度中途でありますけれども、一応、きょう現在の収入が、２月末現在では 36 万

3,000 円ほど収入となっております。これを月に直すと、単純に 11 ヶ月で割ると 3万

3,000 円くらいでありますけども、新年度予算は、月 1万 5,000 円ずつ、3万円で見積

もってあります。 

太陽光につきましては、６月～８月は非常に、2万円を超す月、2万円を超す、１カ

所でありますけど、2 万円ずつで 4 万円でありますけども、が多いわけでありますけ

れども、冬場については少なくて、両方で 2万円くらいという月もありますので、歳

入でありますので、安全なところで見まして、月 3万円の収入という、そんな見込み

で計上をしてございます。 

以上であります。 

○総務課長  それでは、総務費の電子化推進事業についてご質問をいただきましたのでお答えを

させていただきます。 

電子化推進事業、今年度では、昨年と比較をしまして 573 万円ほどの予算の減額に

なっているということでありまして、この根拠は何かということでございますけれど

も、ご指摘のありましたとおり、昨年は賃金に、緊急雇用事業でもってホームページ

を平成 23 年度で更新をいたしましたことがありまして、そのホームページの、その後

の、そのメンテナンスといいますか、そういうこと――そういうことというか、メン

テナンス、それから、もう１つは、広報の編集についての補助というような名目で、

緊急雇用事業で６ヶ月分を計上してありました。このものが当初から落ちております

ので、賃金は、ご指摘のとおりゼロということがあります。 

それから、ほかに幾つか、この全体で 573 万円相違になっているものがありますけ

れども、１つは、大きいところで言いますと、委託料の関係があります。委託料は、

これは、新クライアントシステムを入れておりますけれども、この保守業務では、こ

れは増になりますけれども、あと幾つか総合行政ネットワーク機器、こういったもの

もございまして、これらの委託料の減等々があります。 

また、新しいところでは、ウェブ地図と申しまして、土地情報を所有者、番地、地

番、所有者、それから面積、地目、こういったものをすべて見られるシステムになっ

ておりまして、これは住民の方もご利用いただけるわけですけど、このところに、背

景としまして、新しくＮＴＴの取得いたしました電子地図といいますか――電子地

図っていうか、地図なんですが、これを登載をすると、見やすいものに、もうちょっ

と幅広く活用できるようにしたいということもありまして、こういったところでは、

この登載についての、その委託、これが 21 万円ほど増になっております。 
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あと、この大きなソフト――大きなといいますか、ソフトの中で、ソフトウェアで

ジャストオフィスというソフトウェアがあります。こういったものをライセンスとし

て 90 人分増やす、これが 52 万 8,000 円の増というようなことで、委託料については、

全体では 43 万円ほど増えておりますけれども、先ほど新クライアントシステムのこと

を申し上げましたが、使用料では逆に 42 万 3,000 円ほど減るということもあります。

これは、新クライアントシステムの 12 月でリース契約が切れるということが大きなも

のであります。 

あと、備品購入のほうは、昨年はファイルサーバーを 216 万円で、また、サーバー

ラックを 222 万 6,000 円等で、また、フィルタリングサーバー、学校でありますけれ

ども、これを 136 万円ということで 574 万 6,000 円ほどの計上があったわけですが、

ことしは、これがありませんで、職員の認証サーバーの更新だけであります。これが

250 万 9,000 円ですから、合わせて 292 万 4,000 円の減額になっているというような

ことを総合いたしまして 573 万円の減額となっているということでございます。 

それから、もう１つ、企画総務費、企画総務費の中で前年と比較して 1,700 万円ほ

どの増額になっている理由ということでありますけども、まず、１つは、ご指摘あっ

たように職員の給料であります。当初、予算編成をいたしましたときには、企画広報

係の職員分として３名を計上いたしましたが、その後、職員の人事異動で１名増えま

した。これは４月１日からの補足でありましたが、こういったことがありまして、人

件費が、給料だけでなく、調査費ですとか、そういった人件費相当がかなりの部分で

大きく増えたということと、もう１つは、上伊那広域連合の負担金が 500 万円ほど増

えているということであります。この理由は、上伊那広域連合の中には、幾つか業務

をやっているわけでありますけれども、情報センター関連の機器類の更新が、平成 25

年度で大きなものが来ます。機器の情報化の更新の計画については、平成 23 年度の中

で確立をしておりますけれども、どういう方法かといいますと、大きな機器について

は、今、言われるようなクラウドコンピューターといいますか、そういったものを利

用するということはせずに、今、納入実績があるところを引き続きソフトを入れかえ、

サーバーをできるだけ情緒化をして、台数を少なくしながら、もう５～６年程度は動

かしていくということの計画ができております。この計画の大きなサーバーを購入す

るのが 25 年ということで、その部分で負担金が大きく増えてくると、そういう理由で

ございます。 

それから、防災、防犯対策費に関しての工事請負費といいますか、防犯灯等の設置

完了の箇所数の割合ですとか、未設置箇所はどうなっているかということでございま

すけれども、これにつきましては、平成 22 年から 23 年にかけての繰り越した国の緊

急対策の事業の中で、防犯灯、村内にあるものは、577 灯の防犯灯は、すべてＬＥＤ

化を行いました。また、地区、各地区から要望が出されておりました９灯、合計９つ

でありますが、９つのＬＥＤ化につきましては平成 24 年で設置をしておりまして、今、

ですから、合わせて 586 灯はＬＥＤ化をされているということになります。 

防犯灯のほかに街路灯というやつがありますけれども、大きくは、街路灯について
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は、２つ、こう、縦につながったような街路灯組合という、片桐と南向に、商店です

とか、そういった事業をやっていらっしゃる皆さんが組合をつくって設置したもので

ありますが、こういった街路灯もあります。それから、村のほうで管理をしておりま

す橋梁についていて、明るく照らしているナトリウム灯といいますか、ああいったも

のも街路灯になるかと思いますけれども、こういったものもあります。これらは、何

といいますか、防犯灯とは違いますので、これらは、ＬＥＤ化はしていないというこ

とでございます。ですので、地区から要望が出てきた暁にはですね、これについては

設置の補助をしていくというのが村の考え方でありますけれども、それについての目

安は、大体、１灯、新しくつくるのに、支柱、それから街路灯本体、合わせて大体 8

万円程度かかるというふうに思われますけれども、２分の１程度を補助をしていくと

いう考え方でおります。当初の中では、実は、この予算は、先ほど申しました片桐と

南向の街路灯組合の街路灯を村有化して、これをすべてＬＥＤ化をしていく、こうい

う工事請負費で持っておりまして、もし、今おっしゃられたような話が出てくるとし

ましたら、これは、地区への補助というような形で対応したいということでございま

す。 

○振興課長  それでは、農林水産業費に関しまして私のほうからお答えをさせていただきますけ

れども、まず、農業委員会費のほうの農地相談員設置事業の効果は出ていますかとい

うご質問ですけれども、既にご承知かと思いますけれども、戸別所得補償、経営安定

推進事業の中で、１つは、人・農地プランをつくらなきゃいけないと、これにつきま

して、当然、このプランをつくれば、それにともなった農地の流動化の推進もしてい

かなきゃいけないということもございまして、24 年度に農地相談員を設置したわけな

んですけれども、24 年度、その国の事業の要綱等が出てくるのが非常に遅かったとい

うことで、現実的には 24 年度の人・農地プランについては、暫定版で対応したと、そ

れも、ちょっと時期的には遅く、農地の流動化という部分は特にできませんでした。

そんな中で、実態としては、24 年度は、現在、農業振興計画の見直しを、総合見直し

をやっているんですけれども、そちらのほうを中心に担っていただいております。こ

の農振計画につきましては、この３月中には、ほぼ成案にまとめるという方向ですの

で、25 年度につきましては、先日も、各集落へ出向きまして懇談会をやってまいりま

したけれども、各集落の営農組合においても、人・農地プランの受け手、出し手、そ

ういったものを把握していただきたいというお願いもしてきております。そんなもの

が上がってくると、それこそ、流動化――農地の流動化という仕事も増えてくるんで

はないかと、それから、遊休農地対策、また、米政策の実行保全管理田、こういった

ものも非常に面積ございまして、そういった対応につきましても、前から申しており

ます、現在、営農センターで策定を進めております農業振興方策の中では、こういっ

た対応も含めて、現在は、農地の流動化を図る組織としては、農地保有合理化法人で

ある農協さんもあり、それから、農地利用関連団体として南向・片桐地区の営農組合

があり、それから、農業委員会もありというところなんですが、今まで、これらが連

携して取り組みというものがございません。そんな中では、この中川村での遊休農地
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等を考えていく上では、個々にやっていくんではなくて、こういった組織が連携をし

て図っていかなければ改善はないというふうに考えております。そんな中では、25 年

度においては、この農地相談員を中心に連携、あるいは農家間の取りまとめ、そういっ

たことに動いていただくように期待しまして、25 年度も予算化をしております。 

それから、もう１つ、農産物加工施設の指定管理料のことでありますけれども、一

応、平成 24 年度中に、私どものほうでも加工組合と何回か話し合いをしながらやって

きております。150 万円の根拠としましては、一応、臨時職員１名を置いた場合の年

間の人件費というものを１つの参考にしております。 

それと、先ほども質問の中で具体的な金額が出てきておりますけれども、今まで、

水道光熱費等、かかる費用について、約 300 万円ほど村のほうで今まで負担しており

ました。新年度では、この部分については指定管理を受けたほうで負担していただく

という方向であります。逆に、今まで施設の使用料として年間 145 万円、村のほうへ

納めていただいておりました。しかし、先ほどの条例のとおり、使用料については、

村へ納めなくて、組合の収入とするという方向で、組合としては、直接、その負担が

ないわけであります。単純に差し引きますと、大体、おおむね 150 万円ぐらいの差が

出てくるわけなんです。そういったことで、過去３年間の経営動向を見まして、おお

むね 150 万円の指定管理料が適正ではないかという判断をしまして、今回、予算計上

をさせていただいたしだいであります。 

よろしくお願いします。 

○建設水道課長  ２点ほどご質問をいただきました。 

１つは、橋梁維持の関係で、昨年の調査費がそのまま落ちているけれども大丈夫か

と、こういうようなお話かと思いますが、流れとしまして、平成 24 年度になりますが、

村内の橋梁につきまして、ＮＰＯの橋梁メンテナンス技術研究所というところに、そ

れぞれ 97 橋の橋の状況等々について調査をしていただき、先ごろ、その結果が出てき

たところでございます。これは、今月、３月のうちに、それぞれ改修方法、補修方法

等を含めながら公示をするという形をとる予定でおります。この公示に従って県のほ

うに社会資本整備総合交付金事業というものに載せていただいて、それぞれ修繕に、

補修に取りかかる。この申請でありますが、多分、例年でありますと９月、10 月ごろ

が県のほうのまとめ、翌年度のまとめになってきますので、そこへ載せるように、今

年度については、告示をして要望をしていくと、こういう格好になろうかと思います。

それ以前の本当の軽い補修については単費で対応をするしかないのかな、こんなふう

に思っております。 

もう１つ、河川でありますが、河川のお金がみんな廃項になって大丈夫かと、こう

いう話でありますが、先ほどもちょっとお話が出ましたけれども、18 の村が持ってい

る準用河川については、村が危険箇所を含めて整備をしていかにゃならん河川という

ことになっているわけであります。ただ、道路同様でありますけれども、村は、直さ

にゃならん箇所はたくさんあるんですが、直接的に、それから、緊急避難的に、人的

な、または家屋ですとか固定資産ですとか、そういうものを含めた重大な危険度が見
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られる所については、これは、真っ先にやらなきゃならんと思うわけですが、それぞ

れ予算がありまして、できるだけ村の単独費を軽くしながら整備を進めていきたい、

こういう考え方を持っております。河川についてはですね、過疎債等が対象にならな

いということがありまして、この整備については非常に苦労をしているというのが実

態でございます。これからでありますと、この社会資本整備総合交付金でありますと

か、今年度の補正で出たような防災対策が、全国防災みたいなものが出ればなんです

が、どこまで対象になるかというようなことで、非常に村でも気にしながら、小お精

度を見ていたわけですが、なかなか対象にならないということで、昨年度、それから、

平成 22 年度、昨年度ではありません。すみません。平成 24 年度と、それから一昨年

前の平成 22 年度、堂洞沢を約 200ｍ、両方で整備したわけでありますが、これについ

ては、その上にある八幡平等々の宅地の安全度というものを、これは軽視できないと

いうことで緊急的に、全額、単費をもってやったわけでありますが、そのほかの準用

河川について、とりあえず、本当に、すぐ人の命にかかわるとか、防災上の話で危険

がすぐ及ぶところではないのかなと、こんなふうに思っているわけでありまして、先

ほども言いましたとおり、１つの河川で村が管理をしている所、それから県が管理を

している所、いろいろありますので、県が管理をしてもらう所については県に要望を

毎年かけておりますし、村が、とりあえず本当に単費をもってやらなきゃならん所に

ついては、まだ、当初予算で載せるほど、こちらのほうでも把握をしていないと、直

したい所はたくさんありますが、それが、すぐ緊急的に人の命にかかわるような所と

してはないのかなと、こんなふうに思っているところでございます。 

○５  番 （村田  豊） 概要が確認できました。 

１点目と６点目と、それから７点・８点目については、ちょっとお願いをしたい点

があるわけですが、１点目ですが、片桐診療所へ８キロの太陽光をつけましたが、そ

れは、どのような様子お聞きして、40 万円ということで、昨年度と同じような予算計

上ですが、もう少し上がらないのか、どうなのかお聞きをしたいのが１点です。 

それから、６番目の、先ほど振興課長のほうから話がありました農産加工の関係で

すが、何回か話し合いがされて、これで、そこそこ、経営、運営上、やっていけるん

じゃないかというような目算を立てられたということですが、これ、もし足りなくなっ

たら大きな金額、150 万円、あれだけの設備をしてありますので、ランニングコスト

がうんとかかるわけですが、あるいはまた、利用率が落ちてくると、当然、経費が増

えて収益が上がらないとマイナスになるということも予想されるんですが、足りない

場合、追加補正がされるようなことはあるのか、ないのかというのが１点です。 

それから、もう１点は、７番、８番、橋梁維持費、河川整備費、わかりましたけれ

ど、これは、今、話があったように、これから、今、国で、相当大きな公共事業に対

する追加補正が組まれておりますので、これから具体的な内容が出てきて、その中へ

追加補正で盛り込みをして、25 年度の中で取り組みするものが出てきそうなのか、も

し、要綱的に補助事業で充分実施できるというものがあれば、できるだけ取り組みを

していってほしいと思いますが、この点はどうかということをお聞きしたい。 
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○保健福祉課長  片桐診療所の太陽光発電の売電収入でありますが、平成 24 年度、あと、２月まで入っ

ておりまして、あと３月を残すのみでありますが、予想としましては 46 万円ほどにな

ろうかというふうに思っています。予算では 40 万円ということでありますが、そんな

ような予想を立てております。 

25 年度の予算を立てたときは、まだ 11 月でありましたので、安全を見込んで前年

度と同額の 40 万円としたところであります。 

○振興課長  収支につきましては、現実的にやらないとわからないところもあるわけなんですけ

れども、一応、うちのほうでは、年間の委託料、これだけというものをお示ししなが

ら、組合のほうでは、法人化に向けた試算等もしてきているところであります。 

村としては、当然、指定管理ということの委託料ですので、組合の収支云々で、こ

の額を増やすということは、基本的には考えておりません。 

あとは、組み合のほうの努力で、はっきり言いますと、今のあの施設、年間、減価

償却を考えますと、もし、民間が自己資金ですべて賄ったとすると、大体 600 万円を

超える減価償却がかかるわけなんです。ところが、その設備は村ということで、自分

たちでの減価償却ってないわけなんです。そういったところを考えますと、かなり経

営的には、本来は負担が少ないというふうに思います。そんな中では、逆に、あの施

設を最大限有効利用していただいて、村の農業に貢献していただくとともに、組合自

身も十分回るような経営に努力していっていただきたいというふうに考えております。 

○建設水道課長  まず、２つ、両方でありますけれども、社会資本整備総合交付金の橋梁の部分が、

今年度、25 年度、新年度の中で、県のほうで追加で認められるとするんであれば、そ

れについては、うちのほうとしては、事業的には対応可というふうに思っていますの

で、そのときに、また、予算のほうを理事者のほうと相談をさせていただきながら、

できるものは対応していくことは可能であると、こういうふうに思います。 

それから、河川のほうでありますが、その対象事業が、これが本当に国庫に事業に

入るのか、入らないのかということを含めて、今、不明の状態というふうに認識をし

ております。やりたい所は、先ほどもあるというふうにお話をさせていただきました

が、本当に村の有利で、そういう公共事業がつくのであれば、やりたいと思いますが、

多分、公共事業は、国のほうが真っ先に優先されますので、地方へ回ってくるお金の

中で、県の中で割り当てが来るのは、多分、社会資本整備総合交付金かなんかにまと

まってくるんだろうなと、こんなふうに思っているところでありますが、そうすると、

それへの採択については、なかなか単年度の中で、単年度事業で持っていくまでには、

ちょっと時間がかかる――時間といいますか、困難性があるのかなと、こんなふうに

思っております。 

○議  長  ここで暫時休憩とします。再開を２時 35 分とします。 

［午後２時２３分 休憩］ 

［午後２時３５分 再開］ 

○議  長  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

ほかに質疑ありませんか。 
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○２  番 （高橋 昭夫） お聞きします。 

ページ 64 ですが、民生費の老人福祉事業という形であります。この中の扶助費の緊

急通報装置、これが 51 万円になっておりますけれども、中川村の高齢者１人当たりの

世帯が 146 人、そして２人の高齢者のみというのが、やはり 192 戸ということであり

まして、年々その数が増えているわけであります。そういう中で、有線放送電話の廃

止が近々かと思います。緊急時という形でいけば、弱者の対応というような形のもの

も比重が濃くなると思いますけれども、この 51 万円という形のものの内訳といいます

か、そのものを、まず、お聞きしたいと思います。 

それから、今、言います弱者対応というのをどう考えているか、現在、50 機ありま

すけれども、これから積極的に、そういう部分のもの、弱者への取り組みといいます

か、そういうことが求められると思いますけど、その辺をお聞きしたいと思います。 

○保健福祉課長  緊急通報装置でありますが、主にひとり暮らしの方、あるいは高齢のみの２人暮ら

しの世帯のところに設置をしているということでありますけれども、今現在、46 台分

を予算計上してあるわけであります。 

先ほど言われましたように、ひとり暮らし世帯は 150 世帯弱ということがあります

けれども、希望される方からつけているということでありまして、今後、また、希望

が出てくれば、随時、増やしていきたいということで考えております。 

○２  番 （高橋 昭夫） わかりました。 

希望をするという形のことがありますけど、率先して、これから前向きにやってい

ただくように、考えながらやっていただきたいと思います。 

以上であります。 

○議  長  ほかに質疑ありませんか。 

○１  番 （中塚礼次郎） 本年度の予算の中で新たに片桐保育所の大規模改修工事 8.850 万円

の計上をされているわけですが、額から見ましても大きな改修工事ということで、当

然、改修に要する期限も長い期限がかかるということで、子どもを持つ親御さん、お

母さん、お父さんたちにすると、工事の期間中を開園の状態で保育をしていくという

ことになるというふうに思いますので、安全対策と改修に伴う子どもたちの運動をし

たり遊んだりする場が制約されるというふうな問題があるかというふうに思います。

そういう中で、工事中、子どもたちの安全と、制約はされながらも自由に活動できる

場が、どういった、確保について、どういった状況を判断し、対策を講じて考えてい

るかということについて質問いたします。 

○保健福祉課長  本年度、片桐保育園に未満児保育室を増築するということでありますけれども、当

初、仮設の保育室というようなことも考えたところでありますけれども、お遊戯室を

年長児が使い、それから、年長児の大きな部屋に３歳児の２クラスを合わせて入れて、

それから、３歳児が２クラス使っている所へ０・１歳児と２歳児と、それぞれ入れる

ということで、部屋のほうの確保は、４月当初から、そういう形でやっていきたいと

いうことで考えております。 

それから、給食室の改修につきましては、南向保育園のほうで給食をつくりまして
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運搬をしていくということで、給食の対応についても考えております。 

それから、庭のほう、園庭のほうにつきましては、そんなに影響が出ないかという

ふうに思いますので、自由に、当然、安全対策は行いますけれども、遊べるというこ

とであります。 

いずれにしましても、安全対策には配慮しながらやっていきたいというふうに考え

ております。 

○議  長  ほかに質疑ありませんか。 

○８  番 （柳生  仁） 私は、92 ページの観光事業で、新たにシャワーの修繕工事があるわ

けですけど、これはどういったものなのかと伺いたいことと、キャンプ場のテントを

購入するとありますが、これはどういったものを購入するんだかっていうことと、も

う１点は、坂戸公園の整備が、ことし終わるわけでありますけども、現地へ行ってみ

ますと、今、歩道、遊歩道ができておりまして、大変環境がよくなっておりますが、

あの県道の橋を渡って西から東へ、東から西へ渡って行く場合において、歩道という

ものは設置しているわけであります。この歩行者の安全をどのように考えて最終整備

が終わるのかお伺いします。 

○振興課長  キャンプ場のシャワーにつきましては、これは桑原キャンプ場、現在、管理棟に２

つシャワーがございますけれども、そのうちの１つにつきまして大修理が必要という

ことで計上させていただいております。 

それから、キャンプ場のテントなんですけれども、これも桑原キャンプ場で、これ

は、もともと村が管理をしていたときの物をそのまま、陣馬形と桑原の物を寄せ集め

て使ってきたわけなんですけれども、老朽化が激しいということで、桑原のキャンプ

場も非常に経営が苦しい中、支援策としてテントを、これ、２張り購入ということで

計上させていただいています。 

○建設水道課長  公園の整備の話でございますが、平成 25 年度の坂戸につきましては、今の国道のと

ころから、下の第２の駐車場ということはありませんけれども、埋め込んでいた一番

もとの所、信号のすぐわきでありますが、そこへ下りていく道のところの整備を、今

年度、予定をしております。今、言ったように、そこから昔の県道の碑があった所、

あそこまでは 24 年度の事業で歩道として公園の中に整備をすると、こういう形であり

ます。川を挟んで東西どういうふうに歩行者の安全をということでありますが、一応、

川の――天竜川の右岸については、右岸に駐車場を設けながら、そこで、碑の所まで

は自由に散策をいただきながら下へ下りたりしていただいて楽しんでいただくと、そ

れから、左岸でありますが、左岸は左岸の所に駐車場を設けますので、そちらのほう

へ移動いただきながら、基本的には見ていただくと、こういうことでありまして、天

竜川の今の坂戸橋のところへ、今、あれは県道になっておりますが、県道のところへ

歩道橋を併設をするというふうな考え方は、現在のところ持ってございません。 

○８  番 （柳生  仁） そうだと思いますけども、歩行者は、意外と片方へ車を置いて、あ

の橋を渡っていくんです。課長も恐らくご存じだと思いますし、自分も折に触れてみ

ておりますと、あの外側線、たった 50cm のところで見ておりまして、あの車の走る有
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効幅が 4.5ｍ、大型車両が通りますと、非常に歩行者に危険かなあということで、あ

えて言うならば、外側線を広くして、通行車両が走りにくいって表現をすると怒られ

るかもしれませんけども、安全を促すような仕組みが、今後、観光道路であるならば、

考えていってもらいたいなあと思うことで、今、質問したわけでありますけども、今

後、そういったことも、県道でありますから村が単独で判断できないわけであります

けども、そこら辺をどのように考えているか、もう１回お願いします。 

○建設水道課長  安全という意味でいきますと、車道も含めてということになりますが、桜のアーチ

でありますので、来られた方が、あそこの写真を撮るには、どうしても車道のど真ん

中に車がおらんときを見計らって撮っている、よく、それは見かけます。そのことと

別にして、今、言ったように、心情とすると、あそこまで来たから、歩いてそのまま

向こうへ渡って、天竜川を見ながら向こうへ渡って、向こうでも、また、写真を撮り

たいと、そういうことはわかるわけであります。 

一方、車道としても十分広い道ではないわけでありまして、大型が通ると、側道的

には、わずか 50cm あるか、ないかということも承知をしているわけであります。 

狭めて車の制限をしながらでも安全を守れるかどうかということについては、県の

維持のほうとも、また、話をさせていただきますが、両方お使いをいただくというの

が、やはり、安全に、しかも楽しみながらということはありませんが、両方使いなが

らお使いいただくというのがベストであるわけでありまして、県では、いろいろなこ

とを考えながら、県道の道路自体の管理のあり方、国道等を含めて検討をする会議を

立ち上げておりますけれども、そうした中で、一般県道については、特に同じ市町村

の中で完結する道路については、市町村で管理ができんのかというような内々の投げ

かけもいただいているところでありまして、そういうことを含めますと、将来的には

村としての考え方も、ある程度、絞っていかなきゃならんのかなと、こんなふうに思

うわけでありまして、いずれにせよ、今の段階では県の管理でありますので、県の維

持のほうと、よく、その辺についても、安全対策について相談はさせていただきたい、

こんなふうに思います。 

○議  長  ほかに質疑ありませんか。 

○６  番 （大原 孝芳） 96 ページの土木費のことでお伺いします。 

委託料の中で、中川保全隊、緊急雇用創出事業ということで 489 万円計上されてい

ます。これは、今まで、何ていうんですか、道路のわきの歩道をすいたり、いろいろ

やっていただいたような経過があると思うんですが、これの場所の選定についてはで

すね、例えば、きょう、総代さんが見えているもんですから、地区からですね、こう

いう所をやってほしいとかですね、そういう要望なんかも受け付けてやるのか、ある

いはね、例えば、担当課で、ある程度、過去にやった所は除いてですね、やっている

とか、そんなような、その方向は、どういうふうに定めて、それで、最近におきまし

ては、竜東線なんかはですね、あれも、多分、そんなような関係で、県道ですけど、

きれいになりましてですね、のり面がすごい、もとの工事やった現況に戻ったような、

本当にね、環境がよくなったんですけど、非常にありがたい事業であるんですが、そ
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んなようなところを、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○建設水道課長  ご質問ありましたとおり、どちらかに限ってやっているわけではありませんので、

建設課が建設課として村道を見ながら、もしくは、村内の道路を見ながら、ここへ入っ

てくれという所もありますし、それから、地区のほうで、どうしてもここの所はとい

うことがあれば、建設課のほうにご相談をいただきたいと思います。 

一般的に、村道の道路敷き内のもの、それから、横断側溝等の砂等の詰まり、そう

いう、それから、側道、そういうものをやることによって、地域の人たちが、後々、

維持管理にご協力いただきやすいようにというのが今の最初の動き方でありますが、

なかなか、そうばっかりには行かなくて、道路、巡回バスがバス路線で走っている等々

の所につきましては、積雪やなんかによって周りの竹ですとか木が倒れそうだから、

それも大至急刈ってくれとかいうような所も、この緊急雇用の中で対応をいたします

し、それから、地区のほうで、どうしても、普段、地区で管理をしているが、これに

ついては、ちょっと大がかりだしというような所があれば、また、建設課のほうにご

連絡をいただければ、そちらについても、うちのほうで確認をしながら入っていけよ

と、こんなような事業で、有効に、いずれにせよ、使わせていただきたいなと、こん

なふうに思っています。 

○議  長  ほかに質疑ありませんか。 

○４  番 （山崎 啓造） 道路維持管理の関係なんですが、ずく出し共同事業 350 万円予算づ

けしてあります。これは、あれですかね、各地区、順番につけるのか、それとも優先

順位があってやるのか、総代がでかい声を上げると、そっちへ行くのか、その辺のと

ころを、ちょっと、きょう、総代さん見えていますんでね、大分気になると思います

んで、教えていただきたいと思います。 

○建設水道課長  宣伝をしていただいてありがとうございます。 

総代会、それから土木部長会で、それぞれ、この制度についてもご説明をさせてい

ただきましたが、特に優先順位とか、そういうものはありませんで、今年度、事業を

予定している所につきましては、できれば３月までにというふうに、さきの土木部長

会ではお願いをしましたが、特に期限を、もう、絶対、これで切っちゃうということ

はありませんので、４月以降になっても、この地区で、こういう所をやらなければな

らん、やりたいという所がありましたらば、建設課、もしくは振興課のほうに要望を

出していただければ、予算の範囲内で出た順番に、可能な所、それから制度に合う所

については、おつけをさせていただいて、事業をやっていただくと、こういうふうに

なっております。 

ただ、かなり絞ってきています。予算のボリューム全体を絞ってきています。これ

は、農地保全のお金がついて、直接、業者さんに委託ができるという、国庫のほうの

使い道がいいというか、地区に余り負担がかからないお金が出てきたもんですから、

そちらが、多分、農地のほうは優先がされているのかなと、こんなふうに思うところ

でありますが、いずれにせよ、村では、だんだん絞りながらでも、その予算を確保し

ておりますので、特に優先順位があってとか、こういうものはだめだとかいうことは
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ありませんので、お気軽に、こういう所を地区の中で整備をしたいという所がありま

したらば、随時で結構でございますので、建設課、もしくは振興課のほうにご連絡を

いただきたいと思います。 

○議  長  ほかに質疑ありますか。 

○７  番 （湯澤 賢一） ちょっと通告はしていないんですが、１つ、盛んに言われてきたの

が、スイトピーの会に対して、もうちょっと足してくれないかということを、自分も

何回も言われて、それを、また、お伝えしたと思うんですが、その、わずか 3万 7,000

円、これを 1 万円でもいいから上げてほしいという、それが、どれほど、この精神障

害者の会の人々にとって勇気づけられるお金になるかっていうことも、ぜひ考えてほ

しかったなと思います。 

もう１点は、給与の問題で、私は、６月の一般質問のときに給与のことを、ちょっ

と質問、職員の給与のことを質問をいたしましたが、一般職と、それから、正規と非

正規が雇用形態としてあって、さらに、非正規の中に、いっぱい臨時だとかパートだ

とか、あるいは、そういうような、いろんなあれがあると、階級というか段差がある、

そうした中で、私、そのときにも聞いたんですが、その一般職の方の給料が 600 万円

くらい、平均が年収 600 万円くらいという感じだったんですが、そうした中で、例え

ば、その人たちに劣らない責任と、それから仕事量を持っている方、例えば、私、言

われたわけじゃない、自分で心を痛めているだけなんですが、図書館長だとか、村長

の目の前にある集いの広場の方々だとかいう給料が、もう何年も据え置きになってい

るという、この辺を、総務課長、どのように思う、今後、それ、改善していく余地が

あるかどうかっていうことを、ちょっとここでお聞きしておきたいと思います。 

○保健福祉課長  精神障害者の会でありますが、スイトピーの会という名前でやって、活動しており

ますが、10 人前後というか、７～８人、常時、出てきているとわけであります。 

それで、補助金としましては、3 万 7,000 円ということでずっと以前から同じ額で

補助をしております。 

それで、ある方から、毎年、上げてほしいというような話が来ておりますけれども、

なかなか、補助金については上げるような状況ではないということでありまして、活

動としては、毎月１回ずつ、いろんな活動を、そのスイトピーの会でやっております

けれども、基本的には、この補助金の額、それから、需用費の中の賄い材料費という

のもありますけれども、そういったもので、調理をしながらとかいうことでやってお

りまして、会計の内容等も見せていただきますと、きちんとその中でできているとい

うようなこともありましたので、この額でお願いをしたいということで、毎年やって

いるところであります。 

○総務課長  湯澤議員さんから、職員と非正規の職員、臨時でお願いをしている職員との給与の

差、これをというお話がありました。 

まず、１点、訂正と申しますか、確認をさせていただきたいわけですが、予算書の

137 ページに職員と職員手当の状況というふうになっております。平成 25 年の４月 1

日現在の一般行政職、技能労務職の職員の平均月額、給与月額、平均年齢がそれぞれ
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出ておりますので、ごらんをいただきたいわけですけど、一般行政職、平均年齢 42

歳２ヶ月で、これ、単純に平均したものでありますが、平均給与が 35 万 6,000 円ほど

ですので、年間での給与総額は 427 万円ほどになるわけでありまして、決して、先ほ

ど言われたような額ではないということだけは、まず、ご確認をいただきたいという

ことと、もう１つ、臨時職員の雇用でありますけれども、言われるとおり、臨時職員

と正規の職員と比較しますと、給与、それから給料、給与、それから、ほかの待遇面

でもかなりの差があります。ただし、これにつきましては、私どもとすると、近隣の

町村を見比べながら、それぞれの職種でもって、決して低くはないと思われる設定を

しているところでありまして、平成 23 年の当初で、これは見直しをして、設定をして

いるところであります。 

それから、先ほどご指摘がありました件でありますけれども、議会の中でも幾つか

お話がありましたが、働き具合によって、どうしても７時間 45 分、１日の６割程度を

恒常的に勤めないと、いわゆる、その一時金等の支払いの対象にはどうしてもできな

いというようなことを、制度上、申し上げましたが、これについても、当初では、予

算では、今、申し上げたとおりのところで計上をしているところであります。 

なお、こういう課題につきましては、どうしても勤め方で恒常的に問題が出ており

ますので、１年くらいかける中で、他の市町村の勤務状況、形態等を見比べながら、

賃金単価を比較し、総額でどうかということも含めて検討をしていくということでお

願いをしたいと思います。これについては、25 年度でやっていくということでござい

ます。 

よろしくお願いします。 

○７  番 （湯澤 賢一） この問題につきましては、こういう質疑の席でやる質問ではないか

もしれませんが、この前も言いましたが、非正規の方々で、働いている人たちがいて

くれるから、あるいは、ああいう形で我慢してやってくれている人たちがいるから、

企業も成り立っているし、役場も成り立っているんだということも、ちょっと、よく

考え方に置いていただきたいと、このように思いまして、質問を終わります。 

○議  長  ほかに質疑はありませんか。 

○８  番 （柳生  仁） もう１点お願いします。すみません。 

交付金の団体っていうことで、129 ページ、信州ハーフマラソン、それから、あと、

全部、そんなようなことがありますけども、ハーフマラソンは、今、3,000 人規模か

らの人が集まってくるわけでありますけども、さわやかウォークは２日間で 1,400 人

くらいですかね、規模的に、人数確保ではハーフマラソンがかなり頑張っているんで

すが、この補助金、助成金ですかね、これ、もうちょっと応援してもいいんじゃない

かと思いますけども、そこら辺の検討は十分されて、こういった数字になっているか

どうかお伺いしたいわけです。 

○教育次長  予算書 129 ページの信州なかがわハーフマラソン大会交付金 25 万円、それから、ア

ルプス展望さわやかウォーク交付金 45 万円のことについてご質問いただきました。 

確かに、柳生議員さんおっしゃるとおり、ハーフマラソンにつきましては、定着が
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されてきまして、大勢の方に参加をいただいていることは事実であります。当初、ハー

フマラソンにつきましては 30 万円の交付金でスタートをしたかと思いますけれども、

徐々に自立をしていただくという部分で、前々から減額については相談をしてきてい

る金額でございまして、25 年度につきましては 5万円減額をするということが事前に

実行委員会のほうともご相談をした金額でございまして、昨年度に比べますと 5 万円

減っておりますけれども、実行委員会との話し合いの結果の金額でありますので、ご

了承をいただきたいというふうに思っております。 

それから、さわやかウォークにつきましては、実行委員会形式とは申しましても、

実質的には教育委員会の全職員を挙げて準備をしているものでございまして、交付金

の額につきましては、前年同額を予定をしているところでございます。 

以上です。 

○議  長  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  これで質疑を終わります。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております議案第 22 号から議案第 28 号までの７議案を議会会

議規則第 39 条の規定により所管の常任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議  長  異議なしと認めます。よって、議案第 22 号 平成 25 年度中川村一般会計予算は、

総務経済委員会及び厚生文教委員会に分割付託します。 

議案第 23 号 平成 25 年度中川村国民健康保険事業特別会計予算、議案第 24 号 平

成 25 年度中川村介護保険事業特別会計予算、議案第 25 号 平成 25 年度中川村後期高

齢者医療特別会計予算は、厚生文教委員会に、議案第 26 号 平成 25 年度中川村公共

下水道事業特別会計予算、議案第 27 号 平成 25 年度中川村農業集落排水事業特別会

計予算、議案第 28 号 平成 25 年度中川村水道事業会計予算は、総務経済委員会に付

託します。 

各常任委員長は、会期中に内容審査の上、審査結果の報告をお願いいたします。 

これで本日の日程は全部終了しました。 

本日は、これをもって散会といたします。 

ご苦労さまでした。 

○事務局長  ご起立願います。（一同起立）礼。（一同礼） 

 

 

［午後３時０４分 散会］ 


